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学校は、保護者や地域社会と連携しながら、「いじめを見て見ぬふりせず、声を上げられる学校

づくり」に向けて、以下のような取組を全力で実施することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめを⾒て⾒ぬふりせず、声を上げられる学校づくり

参考：東京都教育委員会「いじめ総合対策（いじめに関する専門家会議報告）～いじめ問題への対応について～」

平成 25 年 11 月 28 日

 

都教委は、区市町村教委や学校と連携して

子供たちの意識を変え、子供が声を上げられ

るよう、以下のような取組を実施 

 

○ 「いじめ総合対策チェックシート」の作

成・配布 

○ いじめに係る研修や「いじめに関する授

業」のためのプログラムの開発・活用 

○ いじめに対する具体的な行動のとり方や

相談先などを記載した「いじめ防止カード」

の作成・配布 

○ 「いじめ防止カード」等を活用し、著名

人（オリンピアン等）と一体となって子供

たちを啓発 

               など 

 

区市町村教委は、学校の取組を支援するた

め、以下のような取組を実施 
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   など

東京都教育委員会の取組 区市町村教育委員会の取組 

学校の取組 

◇ 具体的な指導 
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など 
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など 

20

い
じ
め
問
題
の
理
解
を
図
る
た
め
に

第１章



22 

 
 
 
 
  いじめ問題の未然防止及び早期発見・早期対応には、児童・生徒同士の人間関係を豊かにする

ことやいじめに関する知識を学ぶこと、さらには、法と関連させていじめへの認識を深めること

が必要です。 

学校が意図的・計画的に、いじめ問題に対応できる力を児童・生徒一人一人に身に付けさせる

ことができるよう、以下のような学習プログラムを開発しました。 

 

 

本プログラムは、【いじめを傍観しない基盤づくり】、【いじめを生まないための互いの個性の理

解】、【いじめを生まない望ましい人間関係の構築】、【いじめを絶対にしないための気持ちの調整】

の四つの内容で構成しています。いじめについての理解と認識を深め、行動に移す実践力を養う

ための内容を取り上げることにしました。 

これら四つの内容から構成するプログラムは、児童・生徒の発達の段階を考慮して編成し、｢小

学校低学年｣、｢小学校中学年｣、｢小学校高学年｣、｢中学校｣、｢高等学校｣、｢特別支援学校｣の６編

で構成しています。プログラムで扱う教材等はそれぞれの発達の段階に適するよう工夫しました。 

また、｢特別支援学校｣に関しては、知的障害のある児童・生徒への指導事例として掲載してい

ます。そのため、障害種別や児童・生徒の実態に応じて、｢特別支援学校｣だけでなく、｢小学校低

学年｣、｢小学校中学年｣、｢小学校高学年｣、｢中学校｣、｢高等学校｣の内容を参考に活用してくだ  

さい。 

 

 

本プログラムは、児童・生徒の発達の段階において、全プログラムを基本的には１から４の順

に実施することを想定して編成しています。したがって、順番に実施することが望ましいのです

が、各学校、学級の実態に応じて、個々のプログラムを適宜選択して取り上げるなど、工夫して

取り組むことも考えられます。児童・生徒の実態によっては、他校種や他学年のプログラムを参

考にして活用するなど、学校や学級によって弾力的に活用してください。 

 

 

また、実施時間は１単位時間（45 分又は 50 分）と朝や帰りの会などでも実施できるように 10

分程度で取り組める短時間のプログラムも掲載しています。各学校の教育課程の実施に合わせな

がら工夫して取り組み、活用してください。 

なお、特別支援学校に関しては、児童・生徒個々の実態に応じてさらに弾力的に取り組めるよ

うに時間設定をしないこととしました。 

 

 

いじめ防止のための「学習プログラム」の概要 
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本学習プログラムは、｢小学校低学年｣、｢小学校中学年｣、｢小学校高学年｣、｢中学校｣、 

｢高等学校｣、｢特別支援学校｣から構成されています。 

№ 学習プログラムの概要 教育課程におけ
る位置付け(例)

１ 

 

 

 

 

〇 いじめは、いつ、どこでも、誰にでも起こりうることについて理解する。 

〇 いじめは、誰にでも起こりうるもので、相手の心や体を傷付ける行為であり、

犯罪にもつながる行為でもあることを理解し、いじめをしない、させない、見

過ごさない、見て見ぬふりをしないための実践力を養う。 

小（低・中・高）
特別活動 
道徳 

中：特別活動 
道徳 

高：特別活動 
特：特別活動 

２ 

 

 

 

 

 

〇 友達の「その人らしさ（価値ある個性）」を伝え合う活動を通して、今まで

気付かなかった自分らしさに気付き、自分と友達のよさを学級でどのように生

かしていくかを考え、実行する意思をもつ。 

〇 友達のよさや自分のよさを、「その人らしさ（価値ある個性）」と捉え、自尊

感情を育む。 

小（低・中・高）
特別活動 
道徳 

中：特別活動 
高：総合的な 

学習の時間
特：特別活動 

⾃⽴活動 
道徳 
社会科 

３ 

 

 

 

 

〇 友達、先生、保護者とのコミュニケーションは、言葉や文字だけでなく、相

手の立場を理解しながら、声の大きさや話し方、態度や視線などにも気を付け

て行動することであることを理解する。 

〇 相手の気持ちや立場を考えた自己表現の在り方について理解するとともに、

自他を尊重する望ましい人間関係の在り方について理解を深める。 

小 
低：特別活動 
  道徳 
中：特別活動 
高：特別活動 
  道徳 
中：特別活動 
  道徳 
高：特別活動 
特：国語科 
  保健体育科

⾃⽴活動 

４ 

 

 

 

 

○ 自分に合った方法でストレスを解消することの大切さや方法を理解し、身に

付ける。 

〇 不安やいら立ち、怒りの感情を自覚し、自分でコントロールすることの大切

さや方法について理解し、実際に自分の感情をコントロールすることの体験を

通して、感情を和らげる方法を身に付ける。 

※ 学校の実態に応じて、学級担任とスクールカウンセラーのティーム・ティー

チングで行う。 

小 
低：特別活動 
中：特別活動 

体育科 
高：特別活動 

体育科 
中：特別活動 

保健体育科
高：保健体育科
特：特別活動 

保健体育科
⾃⽴活動 

 

【いじめを傍観しない基盤づくり】 

いじめのない、楽しいクラスをつくろう 

【いじめを生まないための互いの個性の理解】 

「自分らしさ」と友達の「その人らしさ」を探そう 

【いじめを生まない望ましい人間関係の構築】 

コミュニケーション⼒を⾼めよう

【いじめを絶対にしないための気持ちの調整】 

自分の気持ちを上手にコントロールしよう 

22

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第２章



22 

 
 
 
 
  いじめ問題の未然防止及び早期発見・早期対応には、児童・生徒同士の人間関係を豊かにする

ことやいじめに関する知識を学ぶこと、さらには、法と関連させていじめへの認識を深めること

が必要です。 

学校が意図的・計画的に、いじめ問題に対応できる力を児童・生徒一人一人に身に付けさせる

ことができるよう、以下のような学習プログラムを開発しました。 

 

 

本プログラムは、【いじめを傍観しない基盤づくり】、【いじめを生まないための互いの個性の理

解】、【いじめを生まない望ましい人間関係の構築】、【いじめを絶対にしないための気持ちの調整】

の四つの内容で構成しています。いじめについての理解と認識を深め、行動に移す実践力を養う

ための内容を取り上げることにしました。 

これら四つの内容から構成するプログラムは、児童・生徒の発達の段階を考慮して編成し、｢小

学校低学年｣、｢小学校中学年｣、｢小学校高学年｣、｢中学校｣、｢高等学校｣、｢特別支援学校｣の６編

で構成しています。プログラムで扱う教材等はそれぞれの発達の段階に適するよう工夫しました。 

また、｢特別支援学校｣に関しては、知的障害のある児童・生徒への指導事例として掲載してい

ます。そのため、障害種別や児童・生徒の実態に応じて、｢特別支援学校｣だけでなく、｢小学校低

学年｣、｢小学校中学年｣、｢小学校高学年｣、｢中学校｣、｢高等学校｣の内容を参考に活用してくだ  

さい。 

 

 

本プログラムは、児童・生徒の発達の段階において、全プログラムを基本的には１から４の順

に実施することを想定して編成しています。したがって、順番に実施することが望ましいのです

が、各学校、学級の実態に応じて、個々のプログラムを適宜選択して取り上げるなど、工夫して

取り組むことも考えられます。児童・生徒の実態によっては、他校種や他学年のプログラムを参

考にして活用するなど、学校や学級によって弾力的に活用してください。 

 

 

また、実施時間は１単位時間（45 分又は 50 分）と朝や帰りの会などでも実施できるように 10

分程度で取り組める短時間のプログラムも掲載しています。各学校の教育課程の実施に合わせな

がら工夫して取り組み、活用してください。 

なお、特別支援学校に関しては、児童・生徒個々の実態に応じてさらに弾力的に取り組めるよ

うに時間設定をしないこととしました。 

 

 

いじめ防止のための「学習プログラム」の概要 

23 

本学習プログラムは、｢小学校低学年｣、｢小学校中学年｣、｢小学校高学年｣、｢中学校｣、 

｢高等学校｣、｢特別支援学校｣から構成されています。 

№ 学習プログラムの概要 教育課程におけ
る位置付け(例)

１ 

 

 

 

 

〇 いじめは、いつ、どこでも、誰にでも起こりうることについて理解する。 

〇 いじめは、誰にでも起こりうるもので、相手の心や体を傷付ける行為であり、

犯罪にもつながる行為でもあることを理解し、いじめをしない、させない、見

過ごさない、見て見ぬふりをしないための実践力を養う。 

小（低・中・高）
特別活動 
道徳 

中：特別活動 
道徳 

高：特別活動 
特：特別活動 

２ 

 

 

 

 

 

〇 友達の「その人らしさ（価値ある個性）」を伝え合う活動を通して、今まで

気付かなかった自分らしさに気付き、自分と友達のよさを学級でどのように生

かしていくかを考え、実行する意思をもつ。 

〇 友達のよさや自分のよさを、「その人らしさ（価値ある個性）」と捉え、自尊

感情を育む。 

小（低・中・高）
特別活動 
道徳 

中：特別活動 
高：総合的な 

学習の時間
特：特別活動 

⾃⽴活動 
道徳 
社会科 

３ 

 

 

 

 

〇 友達、先生、保護者とのコミュニケーションは、言葉や文字だけでなく、相

手の立場を理解しながら、声の大きさや話し方、態度や視線などにも気を付け

て行動することであることを理解する。 

〇 相手の気持ちや立場を考えた自己表現の在り方について理解するとともに、

自他を尊重する望ましい人間関係の在り方について理解を深める。 

小 
低：特別活動 
  道徳 
中：特別活動 
高：特別活動 
  道徳 
中：特別活動 
  道徳 
高：特別活動 
特：国語科 
  保健体育科

⾃⽴活動 

４ 

 

 

 

 

○ 自分に合った方法でストレスを解消することの大切さや方法を理解し、身に

付ける。 

〇 不安やいら立ち、怒りの感情を自覚し、自分でコントロールすることの大切

さや方法について理解し、実際に自分の感情をコントロールすることの体験を

通して、感情を和らげる方法を身に付ける。 

※ 学校の実態に応じて、学級担任とスクールカウンセラーのティーム・ティー

チングで行う。 

小 
低：特別活動 
中：特別活動 

体育科 
高：特別活動 

体育科 
中：特別活動 

保健体育科
高：保健体育科
特：特別活動 

保健体育科
⾃⽴活動 

 

【いじめを傍観しない基盤づくり】 

いじめのない、楽しいクラスをつくろう 

【いじめを生まないための互いの個性の理解】 

「自分らしさ」と友達の「その人らしさ」を探そう 

【いじめを生まない望ましい人間関係の構築】 

コミュニケーション⼒を⾼めよう

【いじめを絶対にしないための気持ちの調整】 

自分の気持ちを上手にコントロールしよう 

22

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第２章

22 

 
 
 
 
  いじめ問題の未然防止及び早期発見・早期対応には、児童・生徒同士の人間関係を豊かにする

ことやいじめに関する知識を学ぶこと、さらには、法と関連させていじめへの認識を深めること

が必要です。 

学校が意図的・計画的に、いじめ問題に対応できる力を児童・生徒一人一人に身に付けさせる

ことができるよう、以下のような学習プログラムを開発しました。 

 

 

本プログラムは、【いじめを傍観しない基盤づくり】、【いじめを生まないための互いの個性の理

解】、【いじめを生まない望ましい人間関係の構築】、【いじめを絶対にしないための気持ちの調整】

の四つの内容で構成しています。いじめについての理解と認識を深め、行動に移す実践力を養う

ための内容を取り上げることにしました。 

これら四つの内容から構成するプログラムは、児童・生徒の発達の段階を考慮して編成し、｢小

学校低学年｣、｢小学校中学年｣、｢小学校高学年｣、｢中学校｣、｢高等学校｣、｢特別支援学校｣の６編

で構成しています。プログラムで扱う教材等はそれぞれの発達の段階に適するよう工夫しました。 

また、｢特別支援学校｣に関しては、知的障害のある児童・生徒への指導事例として掲載してい

ます。そのため、障害種別や児童・生徒の実態に応じて、｢特別支援学校｣だけでなく、｢小学校低

学年｣、｢小学校中学年｣、｢小学校高学年｣、｢中学校｣、｢高等学校｣の内容を参考に活用してくだ  

さい。 

 

 

本プログラムは、児童・生徒の発達の段階において、全プログラムを基本的には１から４の順

に実施することを想定して編成しています。したがって、順番に実施することが望ましいのです

が、各学校、学級の実態に応じて、個々のプログラムを適宜選択して取り上げるなど、工夫して

取り組むことも考えられます。児童・生徒の実態によっては、他校種や他学年のプログラムを参

考にして活用するなど、学校や学級によって弾力的に活用してください。 

 

 

また、実施時間は１単位時間（45 分又は 50 分）と朝や帰りの会などでも実施できるように 10

分程度で取り組める短時間のプログラムも掲載しています。各学校の教育課程の実施に合わせな

がら工夫して取り組み、活用してください。 

なお、特別支援学校に関しては、児童・生徒個々の実態に応じてさらに弾力的に取り組めるよ

うに時間設定をしないこととしました。 

 

 

いじめ防止のための「学習プログラム」の概要 

23 

本学習プログラムは、｢小学校低学年｣、｢小学校中学年｣、｢小学校高学年｣、｢中学校｣、 

｢高等学校｣、｢特別支援学校｣から構成されています。 

№ 学習プログラムの概要 教育課程におけ
る位置付け(例)

１ 

 

 

 

 

〇 いじめは、いつ、どこでも、誰にでも起こりうることについて理解する。 

〇 いじめは、誰にでも起こりうるもので、相手の心や体を傷付ける行為であり、

犯罪にもつながる行為でもあることを理解し、いじめをしない、させない、見

過ごさない、見て見ぬふりをしないための実践力を養う。 

小（低・中・高）
特別活動 
道徳 

中：特別活動 
道徳 

高：特別活動 
特：特別活動 

２ 

 

 

 

 

 

〇 友達の「その人らしさ（価値ある個性）」を伝え合う活動を通して、今まで

気付かなかった自分らしさに気付き、自分と友達のよさを学級でどのように生

かしていくかを考え、実行する意思をもつ。 

〇 友達のよさや自分のよさを、「その人らしさ（価値ある個性）」と捉え、自尊

感情を育む。 

小（低・中・高）
特別活動 
道徳 

中：特別活動 
高：総合的な 

学習の時間
特：特別活動 

⾃⽴活動 
道徳 
社会科 

３ 

 

 

 

 

〇 友達、先生、保護者とのコミュニケーションは、言葉や文字だけでなく、相

手の立場を理解しながら、声の大きさや話し方、態度や視線などにも気を付け

て行動することであることを理解する。 

〇 相手の気持ちや立場を考えた自己表現の在り方について理解するとともに、

自他を尊重する望ましい人間関係の在り方について理解を深める。 

小 
低：特別活動 
  道徳 
中：特別活動 
高：特別活動 
  道徳 
中：特別活動 
  道徳 
高：特別活動 
特：国語科 
  保健体育科

⾃⽴活動 

４ 

 

 

 

 

○ 自分に合った方法でストレスを解消することの大切さや方法を理解し、身に

付ける。 

〇 不安やいら立ち、怒りの感情を自覚し、自分でコントロールすることの大切

さや方法について理解し、実際に自分の感情をコントロールすることの体験を

通して、感情を和らげる方法を身に付ける。 

※ 学校の実態に応じて、学級担任とスクールカウンセラーのティーム・ティー

チングで行う。 

小 
低：特別活動 
中：特別活動 

体育科 
高：特別活動 

体育科 
中：特別活動 

保健体育科
高：保健体育科
特：特別活動 

保健体育科
⾃⽴活動 

 

【いじめを傍観しない基盤づくり】 

いじめのない、楽しいクラスをつくろう 

【いじめを生まないための互いの個性の理解】 

「自分らしさ」と友達の「その人らしさ」を探そう 

【いじめを生まない望ましい人間関係の構築】 

コミュニケーション⼒を⾼めよう

【いじめを絶対にしないための気持ちの調整】 

自分の気持ちを上手にコントロールしよう 
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25 

 
中学校 高等学校 特別支援学校 

 
 
 
 
 
○一人一人が居心地のよい学級とはど

のような学級なのかを考える。 
○ＤＶＤを視聴して、いじめている人

やいじめられている人の気持ちにつ
いて考える。 

○⾃分の身の回りで、いじめが起こっ
たときの対応について考える。 

○ＤＶＤの続きを視聴する。 
○学習して初めて知ったこと、これか

ら気を付けていきたいことなどを振
り返りカードに書く。 

 
 
 
 
 
○一人一人が居心地のよいクラスとは

どのようなクラスなのかを考える。
○いじめのＤＶＤを視聴して、よいク

ラスをつくるには具体的にどうす
ればよいかを考える。 

○⾃分の身の回りで、いじめが起こっ
たときの対応について考える。 

○ＤＶＤの続きを視聴する。 
○学習して、これから気を付けたいこ

となどを振り返りカードに書く。 

 
 
 
 
 
○居心地のよい学級とはどのような

学級であるかを発表する。 
○いじめのＤＶＤを視聴して、いじめ

られる側の気持ち、いじめる⾏為に
ついて考える。 

○いじめられたとき、その場面に出合
ったときどうすればよいか考える。

○振り返りを⾏い、今後、いじめられ
たり、その場面に出合ったりしたと
きに⾃分ができることを確認する。

 
 
 
 
 
○⾃分の⻑所と短所をノートに書き、

⻑所や短所があらわれた具体的な事
例も書く。 

○グループ内で二人組になり、相手の
⻑所と短所からその人らしさをまと
め、互いに読み合う。 

○ペアを替えて、ノートに書く。 
○学習活動を振り返り、ノートに感想

を書く。 

 
 
 
 
○地域活動として、「放課後子供教室」

を想定し、この活動に参加した場
合、どのような活動をしてみたいか
を考えてワークシートに書く。 

○グループで発表し合い、グループと
して取り組んでみたいものを決め、
その活動に必要な役割と担当者を
考える。 

 
 
 
○⾃分らしさを考え、「いいね！カー

ド」に書き、発表する。 
○友達のその人らしさを「いいね！カ

ード」に書く。 
○カードに書いた内容を発表する。 
○友達に、カードを読んでから渡す。
○他の友達のその人らしさをカード

に書き、読んでから渡す。 

 
 
 
 
 
 
○「心みつめて」を読み、人によって

捉え方が異なることを理解する。 
○学校⾏事を⾏う上で⼤切だと思うカ

ードを、順位を付けて並べる。 
○グループ内でカードの順位を話し合

って決める。 
○各⾃が感じたことを発表する。 

 
 
 
 
 
○⾃分も相手も⼤切にする⾃⼰表現

についての説明を聞く。 
○保護者と意⾒が異なったときの⾃

分の気持ちの表現の仕方について
考える。 

○友人と意⾒が異なったときの、攻撃
的な表現、⾃分も相手も⼤切にする
表現、非主張的な表現を考える。 

○発表を⾏い、意⾒を述べ合う。 
○本時を振り返り、ワークシートにま

とめを書く。

 
 
 
 
 
○コミュニケーションとは何かを考

える。 
○⾃分のペアである相手を探す。 
○ペアの相手に、⾃分の得意なことを

伝える。 
○聞いた側は、相手の得意なことを画

用紙に書き、握手して渡す。 
○ペアを探す活動を⾏う。 
○活動を振り返る。 

 
 
 
 
○⾃分が怒ったときに実践している方

法を考える。 
○怒りが小さいうちに上手に⾃分の気

持ちを表現する練習を⾏う。 
○ワークシートに沿って⾃分で考える。 
○学級内で意⾒交換する。 
○ロールプレイングを⾏う。 
●いじめの学習を振り返る。 

 
 
 
○心の状態が体に影響した経験や、体

の状態が心に影響した経験を発表
する。 

○ストレスとはどのようなものか説
明を聞き、理解する。 

○ストレスマネジメントの方法を知
り、⾃分にできるものを考え、その
場で試せるものがあれば試す。 

○実践を振り返る。 
●いじめの学習を振り返る。 

 
 
 
 
○「気持ちメーターシート」に⾃分の

気持ちを記入する。 
○ストレスとはどういうものかを知

り、具体的な場面での⾃分の気持ち
を考える。 

○ストレスを解消する方法を考えて
発表する。 

○できるものを試し、「気持ちメータ
ーシート」に記入する。 

●いじめの学習を振り返る。 

いじめは、相手の心や体を傷付ける
行為であることを理解させるとともに、
いじめをしない、させない、見過ごさな
い、見て見ぬふりをしないための実践
力を培う。 

いじめは、相手の心や体を傷付ける
行為であることを理解させるとともに、
いじめをしない、させない、見過ごさな
い、見て見ぬふりをしないための実践
力を培う。 

いじめは、相手の心や体を傷付ける
行為であることを理解させるとともに、
いじめをしない、させない、見過ごさな
い、見て見ぬふりをしないための実践
力の基礎を培う。 

他の人のよさを伝え合う活動を通し
て、他の人の意見から今まで気付かな
かった自分のよさに気付き、自分と友
達のよさを学級でどのように生かしてい
くかを考える。 

「自分らしさ」や友達の「その人らし
さ」を探すとともに、「自分らしさ」を生か
して地域や社会のためにできることを
考える。

自分のよいところに気付くとともに、
友達や周りの人のよいところを見付け
ることができる。 

コミュニケーションとは、互いに意思
や感情、思考を伝達し合うことであり、
相手のことを配慮しながらその場の情
況に合った対応をすることの大切さを
理解する。 

コミュニケーションにおいては、互い
に意思や感情、思考を伝達し合うこと
や、相手の考えを尊重して話し合うこと
が大切であることを理解し、自分の気
持ちや意見を伝える際には、どうしたら
相手に伝わるかを考える。 

不安、いら立ちや怒りの感情を理
解し、自分でコントロールする方法を 
学ぶとともに、自他を尊重した自己主
張ができる表現の仕方を学ぶ。 

心の健康づくりについて理解し、自
分に合った方法でストレスを解消するこ
とができる。

コミュニケーションとは、互いに意思
や感情、思考を伝達し合うことであり、
言葉や文字だけでなく、声の大きさや
話し方や態度などが大きな役割を果た
すことを理解する。 

ストレスについて知り、嫌な気持ち
の解消法について知り、自分でストレ
ス状態をコントロールしようとする態度
を身に付ける。 
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中学校 高等学校 特別支援学校 

 
 
 
 
 
○一人一人が居心地のよい学級とはど

のような学級なのかを考える。 
○ＤＶＤを視聴して、いじめている人

やいじめられている人の気持ちにつ
いて考える。 

○⾃分の身の回りで、いじめが起こっ
たときの対応について考える。 

○ＤＶＤの続きを視聴する。 
○学習して初めて知ったこと、これか

ら気を付けていきたいことなどを振
り返りカードに書く。 

 
 
 
 
 
○一人一人が居心地のよいクラスとは

どのようなクラスなのかを考える。
○いじめのＤＶＤを視聴して、よいク

ラスをつくるには具体的にどうす
ればよいかを考える。 

○⾃分の身の回りで、いじめが起こっ
たときの対応について考える。 

○ＤＶＤの続きを視聴する。 
○学習して、これから気を付けたいこ

となどを振り返りカードに書く。 

 
 
 
 
 
○居心地のよい学級とはどのような

学級であるかを発表する。 
○いじめのＤＶＤを視聴して、いじめ

られる側の気持ち、いじめる⾏為に
ついて考える。 

○いじめられたとき、その場面に出合
ったときどうすればよいか考える。

○振り返りを⾏い、今後、いじめられ
たり、その場面に出合ったりしたと
きに⾃分ができることを確認する。

 
 
 
 
 
○⾃分の⻑所と短所をノートに書き、

⻑所や短所があらわれた具体的な事
例も書く。 

○グループ内で二人組になり、相手の
⻑所と短所からその人らしさをまと
め、互いに読み合う。 

○ペアを替えて、ノートに書く。 
○学習活動を振り返り、ノートに感想

を書く。 

 
 
 
 
○地域活動として、「放課後子供教室」

を想定し、この活動に参加した場
合、どのような活動をしてみたいか
を考えてワークシートに書く。 

○グループで発表し合い、グループと
して取り組んでみたいものを決め、
その活動に必要な役割と担当者を
考える。 

 
 
 
○⾃分らしさを考え、「いいね！カー

ド」に書き、発表する。 
○友達のその人らしさを「いいね！カ

ード」に書く。 
○カードに書いた内容を発表する。 
○友達に、カードを読んでから渡す。
○他の友達のその人らしさをカード

に書き、読んでから渡す。 

 
 
 
 
 
 
○「心みつめて」を読み、人によって

捉え方が異なることを理解する。 
○学校⾏事を⾏う上で⼤切だと思うカ

ードを、順位を付けて並べる。 
○グループ内でカードの順位を話し合

って決める。 
○各⾃が感じたことを発表する。 

 
 
 
 
 
○⾃分も相手も⼤切にする⾃⼰表現

についての説明を聞く。 
○保護者と意⾒が異なったときの⾃

分の気持ちの表現の仕方について
考える。 

○友人と意⾒が異なったときの、攻撃
的な表現、⾃分も相手も⼤切にする
表現、非主張的な表現を考える。 

○発表を⾏い、意⾒を述べ合う。 
○本時を振り返り、ワークシートにま

とめを書く。

 
 
 
 
 
○コミュニケーションとは何かを考

える。 
○⾃分のペアである相手を探す。 
○ペアの相手に、⾃分の得意なことを

伝える。 
○聞いた側は、相手の得意なことを画

用紙に書き、握手して渡す。 
○ペアを探す活動を⾏う。 
○活動を振り返る。 

 
 
 
 
○⾃分が怒ったときに実践している方

法を考える。 
○怒りが小さいうちに上手に⾃分の気

持ちを表現する練習を⾏う。 
○ワークシートに沿って⾃分で考える。 
○学級内で意⾒交換する。 
○ロールプレイングを⾏う。 
●いじめの学習を振り返る。 

 
 
 
○心の状態が体に影響した経験や、体

の状態が心に影響した経験を発表
する。 

○ストレスとはどのようなものか説
明を聞き、理解する。 

○ストレスマネジメントの方法を知
り、⾃分にできるものを考え、その
場で試せるものがあれば試す。 

○実践を振り返る。 
●いじめの学習を振り返る。 

 
 
 
 
○「気持ちメーターシート」に⾃分の

気持ちを記入する。 
○ストレスとはどういうものかを知

り、具体的な場面での⾃分の気持ち
を考える。 

○ストレスを解消する方法を考えて
発表する。 

○できるものを試し、「気持ちメータ
ーシート」に記入する。 

●いじめの学習を振り返る。 

いじめは、相手の心や体を傷付ける
行為であることを理解させるとともに、
いじめをしない、させない、見過ごさな
い、見て見ぬふりをしないための実践
力を培う。 

いじめは、相手の心や体を傷付ける
行為であることを理解させるとともに、
いじめをしない、させない、見過ごさな
い、見て見ぬふりをしないための実践
力を培う。 

いじめは、相手の心や体を傷付ける
行為であることを理解させるとともに、
いじめをしない、させない、見過ごさな
い、見て見ぬふりをしないための実践
力の基礎を培う。 

他の人のよさを伝え合う活動を通し
て、他の人の意見から今まで気付かな
かった自分のよさに気付き、自分と友
達のよさを学級でどのように生かしてい
くかを考える。 

「自分らしさ」や友達の「その人らし
さ」を探すとともに、「自分らしさ」を生か
して地域や社会のためにできることを
考える。

自分のよいところに気付くとともに、
友達や周りの人のよいところを見付け
ることができる。 

コミュニケーションとは、互いに意思
や感情、思考を伝達し合うことであり、
相手のことを配慮しながらその場の情
況に合った対応をすることの大切さを
理解する。 

コミュニケーションにおいては、互い
に意思や感情、思考を伝達し合うこと
や、相手の考えを尊重して話し合うこと
が大切であることを理解し、自分の気
持ちや意見を伝える際には、どうしたら
相手に伝わるかを考える。 

不安、いら立ちや怒りの感情を理
解し、自分でコントロールする方法を 
学ぶとともに、自他を尊重した自己主
張ができる表現の仕方を学ぶ。 

心の健康づくりについて理解し、自
分に合った方法でストレスを解消するこ
とができる。

コミュニケーションとは、互いに意思
や感情、思考を伝達し合うことであり、
言葉や文字だけでなく、声の大きさや
話し方や態度などが大きな役割を果た
すことを理解する。 

ストレスについて知り、嫌な気持ち
の解消法について知り、自分でストレ
ス状態をコントロールしようとする態度
を身に付ける。 
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中学校 高等学校 特別支援学校 

 
 
 
 
 
○一人一人が居心地のよい学級とはど

のような学級なのかを考える。 
○ＤＶＤを視聴して、いじめている人

やいじめられている人の気持ちにつ
いて考える。 

○⾃分の身の回りで、いじめが起こっ
たときの対応について考える。 

○ＤＶＤの続きを視聴する。 
○学習して初めて知ったこと、これか

ら気を付けていきたいことなどを振
り返りカードに書く。 

 
 
 
 
 
○一人一人が居心地のよいクラスとは

どのようなクラスなのかを考える。
○いじめのＤＶＤを視聴して、よいク

ラスをつくるには具体的にどうす
ればよいかを考える。 

○⾃分の身の回りで、いじめが起こっ
たときの対応について考える。 

○ＤＶＤの続きを視聴する。 
○学習して、これから気を付けたいこ

となどを振り返りカードに書く。 

 
 
 
 
 
○居心地のよい学級とはどのような

学級であるかを発表する。 
○いじめのＤＶＤを視聴して、いじめ

られる側の気持ち、いじめる⾏為に
ついて考える。 

○いじめられたとき、その場面に出合
ったときどうすればよいか考える。

○振り返りを⾏い、今後、いじめられ
たり、その場面に出合ったりしたと
きに⾃分ができることを確認する。

 
 
 
 
 
○⾃分の⻑所と短所をノートに書き、

⻑所や短所があらわれた具体的な事
例も書く。 

○グループ内で二人組になり、相手の
⻑所と短所からその人らしさをまと
め、互いに読み合う。 

○ペアを替えて、ノートに書く。 
○学習活動を振り返り、ノートに感想

を書く。 

 
 
 
 
○地域活動として、「放課後子供教室」

を想定し、この活動に参加した場
合、どのような活動をしてみたいか
を考えてワークシートに書く。 

○グループで発表し合い、グループと
して取り組んでみたいものを決め、
その活動に必要な役割と担当者を
考える。 

 
 
 
○⾃分らしさを考え、「いいね！カー

ド」に書き、発表する。 
○友達のその人らしさを「いいね！カ

ード」に書く。 
○カードに書いた内容を発表する。 
○友達に、カードを読んでから渡す。
○他の友達のその人らしさをカード

に書き、読んでから渡す。 

 
 
 
 
 
 
○「心みつめて」を読み、人によって

捉え方が異なることを理解する。 
○学校⾏事を⾏う上で⼤切だと思うカ

ードを、順位を付けて並べる。 
○グループ内でカードの順位を話し合

って決める。 
○各⾃が感じたことを発表する。 

 
 
 
 
 
○⾃分も相手も⼤切にする⾃⼰表現
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を身に付ける。 
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と
う
こ
う
し
た
ら
、
と
も
だ
ち
ぜ
ん
い
ん

 

に
「
お
は
よ
う
」
と
い
お
う
と
お
も
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
○ 

○
○ 

○評価  いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、いじめ

が起きたときにどうすればよいか考え、実行しようとしている。 

  

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ イラストを⾒て、考えたことを発表
する。 

 
２ いじめを⾒たとき、⾃分はどうすべ

きかを考え、学級でアイデアを出し、
一人一人が短冊に書く。 

 

 

 

○ 短冊（ノートの半分ほどの大き

さがよい）は学級内に掲示し、児

童が確認できるようにする。 

 

 

 

〇短冊 

【資料等】 

１ 授業で作成する短冊（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 授業で使用するイラスト等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６ これからいじめのない楽しい学級
にするために、⾃分が取り組むこと
を考え、短冊に書く。 

 
７ 書いたことを学級で紹介し合う。

○ いじめがなぜいけないのかにつ

いて確認し、今後、いじめを見たら

どのように行動するかについて考

えさせるとよい。 

○短冊 

ま
と
め 

10
分 

８ 紹介し合った中から、今すぐにで
きることをみんなで選び、「心あかる
く」の 111 ページに、「学級をすて
きにするために、どんなことができ
るか」を書く。 

○ これからすてきな学級にするた

めにしていきたいことという観点

で選ばせる。無理に一つに絞ること

はせず、複数あってもよい。 

○ 書いた目標を黒板に掲示する。 

○東京都道徳 
教育教材集 

「心あかるく」

展開例② 

 

い
じ
め
を
見
て
わ
ら
っ
て
い
る
人
が

い
て
も
、
じ
ぶ
ん
は
、
い
っ
し
ょ
に
わ
ら
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
○ 

○
○ 

 

や
す
み
じ
か
ん
に
な
っ
た
ら
、
と
も
だ
ち

に
こ
え
を
か
け
て
、
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
と

お
も
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
○ 

○
○ 

 

い
じ
め
を
し
て
い
る
人
に｢

い
け
な
い
よ｣

と
い
い
ま
す
。
も
し
い
え
な
か
っ
た
ら
、
だ

れ
か
に
そ
う
だ
ん
し
ま
す
。 

○
○ 

○
○ 

いじめのイラスト① いじめのイラスト② ｢心あかるく｣111 ページ 
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29 

○評価  自分や友達のよいところを見付け、認めている。 

 

 

 学習活動 ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 友達のよさを⾒付け、カードに
書き、読んで渡す。 

 
２ ⾃分のよさを⾒付けてもらい、

どう感じたかを振り返る。 

○ 自分には友達が言ってくれるよう

なよさがあることに気付かせるよう

にする。 

○ 自尊感情や自己肯定感を高めるこ

とができるよう配慮する。 

○ともだちの

よいところ

カード 

 

 

 

【資料等】 

 カード（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

ま
と
め 

10
分 

５ 本時の振り返りを⾏い、⾃分に
は、⾃分が知らなかったよさがあ
ることに気付く。 

○ 東京都道徳教育教材集「心あかるく」

の 114 ページ｢自分のことで｣に、頑張

ったことや嬉しかったこと、できるよ

うになったことなどを記入させる。 

○ 時間があれば、ワークシートによい

ところカードを貼る。 

○東京都道徳 
教育教材集 

「心あかるく」

展開例② 

ともだちのよいところカード
 
                             
 
                             
 
                             
 

なまえ（         ）

じぶんのよいところカード
 
                             
 
                             
 
                             
 

なまえ（         ）
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31 

○評価  相手の話を聞くことで、相手のことを理解しようとしている。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 隣の友達に昨日嬉しかったことを
話す。 

２ 四人グループになり、⾃分が聞いた
友達の話を新しくグループになった
友達に話す。 

３ 教師の話を聞く。 

○ 学級の実態に応じ、話すテーマ

を決めておく。 

○ 東京都道徳教育教材集「心あか

るく」94、95 ページに記入させる。 

 

○ 友達の話を聞く、自分のことを

話すことは、互いを理解する上で

必要であることを知る。 

○東京都道徳 
教育教材集 

「心あかるく」

【資料等】 

１ 振り返りカード（例）              ２ 授業で使用するイラスト等 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

５ 二人組で実際に⾏う。 
  （３分程度ずつ） 

６ 他の二人組と一緒になり、四人グ
ループをつくり、⾃分が聞いた友達の
話を新しくグループになった友達に
話す。（３分程度ずつ） 

○ 学級の実態に応じ【話す人の

例】や【質問の観点】を板書で示

したり、カードにして配布したり

して児童に参考にさせてもよい。 
 

 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

10
分 

７ 四人グループで友達の話を聞いて
どう感じたか話し合い、代表者が学級
全体に発表する。 

 ・友達のことをたくさん知ることがで

きた。 

 ・友達の話を真剣に聞いた。 

８ 本時について感じたことを振り返
りカードに書く。 

○ 活動が早く終わったグループ

から話合いに入る。 
 
 
 
 
○ 「友達の話をよく聞いたこと

で、友達をもっとよく知ることが

できた。」、「友達が私の話をよく

聞いてくれて嬉しかった。」など

の内容が出るとよい。 

○振り返り 
カード 

ともだちのことをもっとしろう 

 

名前            

 

〇ともだちのことをしって、どうおもいましたか。 

 

                              

 

                             

 

                             

 

                             

 

展開例② 

「心あかるく」94、95 ページ
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○評価  相手の話を聞くことで、相手のことを理解しようとしている。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 隣の友達に昨日嬉しかったことを
話す。 

２ 四人グループになり、⾃分が聞いた
友達の話を新しくグループになった
友達に話す。 

３ 教師の話を聞く。 

○ 学級の実態に応じ、話すテーマ

を決めておく。 

○ 東京都道徳教育教材集「心あか

るく」94、95 ページに記入させる。 

 

○ 友達の話を聞く、自分のことを

話すことは、互いを理解する上で

必要であることを知る。 

○東京都道徳 
教育教材集 

「心あかるく」

【資料等】 

１ 振り返りカード（例）              ２ 授業で使用するイラスト等 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

５ 二人組で実際に⾏う。 
  （３分程度ずつ） 

６ 他の二人組と一緒になり、四人グ
ループをつくり、⾃分が聞いた友達の
話を新しくグループになった友達に
話す。（３分程度ずつ） 

○ 学級の実態に応じ【話す人の

例】や【質問の観点】を板書で示

したり、カードにして配布したり

して児童に参考にさせてもよい。 
 

 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

10
分 

７ 四人グループで友達の話を聞いて
どう感じたか話し合い、代表者が学級
全体に発表する。 

 ・友達のことをたくさん知ることがで

きた。 

 ・友達の話を真剣に聞いた。 

８ 本時について感じたことを振り返
りカードに書く。 

○ 活動が早く終わったグループ

から話合いに入る。 
 
 
 
 
○ 「友達の話をよく聞いたこと

で、友達をもっとよく知ることが

できた。」、「友達が私の話をよく

聞いてくれて嬉しかった。」など

の内容が出るとよい。 

○振り返り 
カード 

ともだちのことをもっとしろう 

 

名前            

 

〇ともだちのことをしって、どうおもいましたか。 

 

                              

 

                             

 

                             

 

                             

 

展開例② 

「心あかるく」94、95 ページ

30

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第２章

31 

○評価  相手の話を聞くことで、相手のことを理解しようとしている。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 隣の友達に昨日嬉しかったことを
話す。 

２ 四人グループになり、⾃分が聞いた
友達の話を新しくグループになった
友達に話す。 

３ 教師の話を聞く。 

○ 学級の実態に応じ、話すテーマ

を決めておく。 

○ 東京都道徳教育教材集「心あか

るく」94、95 ページに記入させる。 

 

○ 友達の話を聞く、自分のことを

話すことは、互いを理解する上で

必要であることを知る。 

○東京都道徳 
教育教材集 

「心あかるく」

【資料等】 

１ 振り返りカード（例）              ２ 授業で使用するイラスト等 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

５ 二人組で実際に⾏う。 
  （３分程度ずつ） 

６ 他の二人組と一緒になり、四人グ
ループをつくり、⾃分が聞いた友達の
話を新しくグループになった友達に
話す。（３分程度ずつ） 

○ 学級の実態に応じ【話す人の

例】や【質問の観点】を板書で示

したり、カードにして配布したり

して児童に参考にさせてもよい。 
 

 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

10
分 

７ 四人グループで友達の話を聞いて
どう感じたか話し合い、代表者が学級
全体に発表する。 

 ・友達のことをたくさん知ることがで

きた。 

 ・友達の話を真剣に聞いた。 

８ 本時について感じたことを振り返
りカードに書く。 

○ 活動が早く終わったグループ

から話合いに入る。 
 
 
 
 
○ 「友達の話をよく聞いたこと

で、友達をもっとよく知ることが

できた。」、「友達が私の話をよく

聞いてくれて嬉しかった。」など

の内容が出るとよい。 

○振り返り 
カード 

ともだちのことをもっとしろう 

 

名前            

 

〇ともだちのことをしって、どうおもいましたか。 

 

                              

 

                             

 

                             

 

                             

 

展開例② 

「心あかるく」94、95 ページ
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○評価  自分が「嫌な気持ちを我慢できない」と感じる場面とはどのような場面かを知り、その感情をうまくコ

ントロールするために実践している。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 自分ではどうにもならない
気持ちの対処方法について教
師の説明を聞く。 

２ 実際にやってみる。 

 

 

 

○ 教室内でできることをする。背伸び

やストレッチがよい。 

○ 日常生活で実践するよう伝える。 

○解消方法の例 

【資料等】 

ワークシート（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

ま
と
め 

10
分 

５ 実践したことについて振り返る。
 ・先生に相談しよう。 
 
 
６ 全プログラムを通しての教師

のまとめを聞く。 

○ 困ったときには、教師に相談する

という方法もあることを伝える。 
○ 日常生活の中で実践していくこと

が大切であることを伝える。 
○ いじめは、相手の心や体を傷付け

る行為であること、いじめをしない、

させない、見過ごさない、見て見ぬ

ふりをしないことを確認する。 

 

｢いやなきもちをきちんとみつめよう｣ 

  ねん  くみ なまえ             

「いやなきもちをがまんできない」ばめんをかきだしてみましょう。 

 
 

展開例② 

対処方法（例） 

〇「大きく３回深呼吸をしましょう。」 

〇「外に出て体を動かして遊びましょう。」 

〇「自分の思いを、おとなに話してみましょう。」（どうせだめだと思わ

ずに） 

〇 心の中で静かに五つ数えましょう。  

「１、２、３、４、５」 

〇 なぜいらいらしているのかを考えて、「落ち着いて。いらいらしな

い。」と自分に言いましょう。 

〇「好きな歌を歌いましょう。」 

〇「公園など落ち着く場所でのんびり過ごしましょう。」 
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○評価  自分が「嫌な気持ちを我慢できない」と感じる場面とはどのような場面かを知り、その感情をうまくコ

ントロールするために実践している。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 自分ではどうにもならない
気持ちの対処方法について教
師の説明を聞く。 

２ 実際にやってみる。 

 

 

 

○ 教室内でできることをする。背伸び

やストレッチがよい。 

○ 日常生活で実践するよう伝える。 

○解消方法の例 

【資料等】 

ワークシート（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

ま
と
め 

10
分 

５ 実践したことについて振り返る。
 ・先生に相談しよう。 
 
 
６ 全プログラムを通しての教師

のまとめを聞く。 

○ 困ったときには、教師に相談する

という方法もあることを伝える。 
○ 日常生活の中で実践していくこと

が大切であることを伝える。 
○ いじめは、相手の心や体を傷付け

る行為であること、いじめをしない、

させない、見過ごさない、見て見ぬ

ふりをしないことを確認する。 

 

｢いやなきもちをきちんとみつめよう｣ 

  ねん  くみ なまえ             

「いやなきもちをがまんできない」ばめんをかきだしてみましょう。 

 
 

展開例② 

対処方法（例） 

〇「大きく３回深呼吸をしましょう。」 

〇「外に出て体を動かして遊びましょう。」 

〇「自分の思いを、おとなに話してみましょう。」（どうせだめだと思わ

ずに） 

〇 心の中で静かに五つ数えましょう。  

「１、２、３、４、５」 

〇 なぜいらいらしているのかを考えて、「落ち着いて。いらいらしな

い。」と自分に言いましょう。 

〇「好きな歌を歌いましょう。」 

〇「公園など落ち着く場所でのんびり過ごしましょう。」 
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○評価  自分が「嫌な気持ちを我慢できない」と感じる場面とはどのような場面かを知り、その感情をうまくコ

ントロールするために実践している。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 自分ではどうにもならない
気持ちの対処方法について教
師の説明を聞く。 

２ 実際にやってみる。 

 

 

 

○ 教室内でできることをする。背伸び

やストレッチがよい。 

○ 日常生活で実践するよう伝える。 

○解消方法の例 

【資料等】 

ワークシート（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

ま
と
め 

10
分 

５ 実践したことについて振り返る。
 ・先生に相談しよう。 
 
 
６ 全プログラムを通しての教師

のまとめを聞く。 

○ 困ったときには、教師に相談する

という方法もあることを伝える。 
○ 日常生活の中で実践していくこと

が大切であることを伝える。 
○ いじめは、相手の心や体を傷付け

る行為であること、いじめをしない、

させない、見過ごさない、見て見ぬ

ふりをしないことを確認する。 

 

｢いやなきもちをきちんとみつめよう｣ 

  ねん  くみ なまえ             

「いやなきもちをがまんできない」ばめんをかきだしてみましょう。 

 
 

展開例② 

対処方法（例） 

〇「大きく３回深呼吸をしましょう。」 

〇「外に出て体を動かして遊びましょう。」 

〇「自分の思いを、おとなに話してみましょう。」（どうせだめだと思わ

ずに） 

〇 心の中で静かに五つ数えましょう。  

「１、２、３、４、５」 

〇 なぜいらいらしているのかを考えて、「落ち着いて。いらいらしな

い。」と自分に言いましょう。 

〇「好きな歌を歌いましょう。」 

〇「公園など落ち着く場所でのんびり過ごしましょう。」 
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35 

 
○評価  いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、いじめ

が起きたときにどうすればよいか考え、実行しようとしている。 
 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ ＤＶＤを視聴する。 
 
 
 
２ いじめを⾒たとき、⾃分はどうする

べきか考え、学級でアイデアを出し、
一人一人短冊に書く。 

○ ＤＶＤ「ＳＴＯＰ!いじめ あな

たは大丈夫？」のはじめの５分間

の事例（言葉によるいじめ・無視）

を活用する。 

○ 短冊を学級内に掲示し、児童が

確認できるようにする。 

 

 

 
 

○短冊 

 

 

５ いじめのない楽しい学級、一人一人
のよさが伸ばせる学級をつくるため
の具体的な方法を考える。 

(1) 楽しい学級にするための行動を、

各自に配布した画用紙の葉っぱに

書く。 

・いじめを見たら、誰かに相談する

ことが大事である。 

・相談しやすい友達や大人に相談

する。 

(2) 葉っぱを模造紙の中央にある幹 

に貼り、友達の考えと比べる。 

 

（板書例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

○ 導入で考えた楽しい学級を想起

させ、楽しい学級にするための具体

的な行動が考えられるようにする。 
○ 友達と同じ意見を書いた児童に

対しても、共感的に受け入れるよう

にする。 

 

 
 

ま
と
め 

10
分 

６ 振り返りを⾏う。 
(1) いじめのない、楽しい学級づくり

について考え、どのような気持ちに

なったかを発表する。 

(2) 自分ができることを「心しなやか

に」の 123 ページに書く。 

 

○ これまでの学習を振り返り、いじ

めのない楽しい学級にするために

すぐに実行できそうな具体的な行

動を書くように促す。 

○ 児童の記述について、再度、丁寧

に確認する。 

○東京都道徳 
教育教材集 

「心しなやか

に」 

展開例② 

楽しくない学級 楽しい学級 

・けんかをする 
・悪口を言う 
・仲間外れ 
・きまりをやぶる 
 

みんなで、いじめのない、すてきな学級をつくろう

・笑顔がある 
・みんなが仲がよい 
・何でも言い合える 
・そうじをすすんで

行う 
・誰とでも遊ぶ 
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35 

 
○評価  いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、いじめ

が起きたときにどうすればよいか考え、実行しようとしている。 
 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ ＤＶＤを視聴する。 
 
 
 
２ いじめを⾒たとき、⾃分はどうする

べきか考え、学級でアイデアを出し、
一人一人短冊に書く。 

○ ＤＶＤ「ＳＴＯＰ!いじめ あな

たは大丈夫？」のはじめの５分間

の事例（言葉によるいじめ・無視）

を活用する。 

○ 短冊を学級内に掲示し、児童が

確認できるようにする。 

 

 

 
 

○短冊 

 

 

５ いじめのない楽しい学級、一人一人
のよさが伸ばせる学級をつくるため
の具体的な方法を考える。 

(1) 楽しい学級にするための行動を、

各自に配布した画用紙の葉っぱに

書く。 

・いじめを見たら、誰かに相談する

ことが大事である。 

・相談しやすい友達や大人に相談

する。 

(2) 葉っぱを模造紙の中央にある幹 

に貼り、友達の考えと比べる。 

 

（板書例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

○ 導入で考えた楽しい学級を想起

させ、楽しい学級にするための具体

的な行動が考えられるようにする。 
○ 友達と同じ意見を書いた児童に

対しても、共感的に受け入れるよう

にする。 

 

 
 

ま
と
め 

10
分 

６ 振り返りを⾏う。 
(1) いじめのない、楽しい学級づくり

について考え、どのような気持ちに

なったかを発表する。 

(2) 自分ができることを「心しなやか

に」の 123 ページに書く。 

 

○ これまでの学習を振り返り、いじ

めのない楽しい学級にするために

すぐに実行できそうな具体的な行

動を書くように促す。 

○ 児童の記述について、再度、丁寧

に確認する。 

○東京都道徳 
教育教材集 

「心しなやか

に」 

展開例② 

楽しくない学級 楽しい学級 

・けんかをする 
・悪口を言う 
・仲間外れ 
・きまりをやぶる 
 

みんなで、いじめのない、すてきな学級をつくろう

・笑顔がある 
・みんなが仲がよい 
・何でも言い合える 
・そうじをすすんで

行う 
・誰とでも遊ぶ 
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○評価  いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、いじめ

が起きたときにどうすればよいか考え、実行しようとしている。 
 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ ＤＶＤを視聴する。 
 
 
 
２ いじめを⾒たとき、⾃分はどうする

べきか考え、学級でアイデアを出し、
一人一人短冊に書く。 

○ ＤＶＤ「ＳＴＯＰ!いじめ あな

たは大丈夫？」のはじめの５分間

の事例（言葉によるいじめ・無視）

を活用する。 

○ 短冊を学級内に掲示し、児童が

確認できるようにする。 

 

 

 
 

○短冊 

 

 

５ いじめのない楽しい学級、一人一人
のよさが伸ばせる学級をつくるため
の具体的な方法を考える。 

(1) 楽しい学級にするための行動を、

各自に配布した画用紙の葉っぱに

書く。 

・いじめを見たら、誰かに相談する

ことが大事である。 

・相談しやすい友達や大人に相談

する。 

(2) 葉っぱを模造紙の中央にある幹 

に貼り、友達の考えと比べる。 

 

（板書例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

○ 導入で考えた楽しい学級を想起

させ、楽しい学級にするための具体

的な行動が考えられるようにする。 
○ 友達と同じ意見を書いた児童に

対しても、共感的に受け入れるよう

にする。 

 

 
 

ま
と
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10
分 

６ 振り返りを⾏う。 
(1) いじめのない、楽しい学級づくり

について考え、どのような気持ちに

なったかを発表する。 

(2) 自分ができることを「心しなやか

に」の 123 ページに書く。 

 

○ これまでの学習を振り返り、いじ

めのない楽しい学級にするために

すぐに実行できそうな具体的な行

動を書くように促す。 

○ 児童の記述について、再度、丁寧

に確認する。 

○東京都道徳 
教育教材集 

「心しなやか

に」 

展開例② 

楽しくない学級 楽しい学級 

・けんかをする 
・悪口を言う 
・仲間外れ 
・きまりをやぶる 
 

みんなで、いじめのない、すてきな学級をつくろう

・笑顔がある 
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・誰とでも遊ぶ 
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○評価  自分や他者のよさに気付き、認め合うよさを理解している。 
 
 

 学習活動 ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 友達のよさを⾒付け、カード
に書き、読んで渡す。 

 

２ ⾃分には、学級で活躍できる
⾃分らしさがあることを知る。 

○ 自分には友達が言ってくれるよう

な｢自分らしさ｣があることに気付か

せるようにする。 

○ 自尊感情や自己肯定感を高めるこ

とができるよう配慮する。 

○｢○○さんら

しさカード｣ 

 

 

 

【資料等】 

自尊感情測定尺度（東京都版）｢自己評価シート｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 
 
 

ま
と
め 

10
分 

５ 感想をまとめる。 
・友達が見付けてくれた新しい

自分らしさを知った。 
・自分らしさを大切にしたい。 

〇 自分らしさを大切にすることや、

みんながお互いのその人らしさを認

め合うことで、学級が楽しくなるこ

とに気付かせる。 

 

「自己評価シート」及び｢他者評価シー

ト｣は、以下の方法でダウンロードする

ことができる。 

東京都教職員研修センター 

ホームページ 

http://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.jp/ 

研究成果の活用 

東京都教職員研修センター 

紀要等 

平成 23 年度東京都教職員研修 

センター紀要（第 11 号）等 

展開例② 

質問に対して、自分の気持ちに近い数字に○をつけてください。 
「あてはまる」場合は４、「どちらかといえばあてはまる」場合は３、 

「どちらかというとあてはまらない」場合は２、「あてはまらない」場合は１を○でかこんでください。 

 

〈記入例〉 

 

例）何よりも秋が好きである                            ‥‥４－３－２－１ 
 

No. 項   目  

1 私は今の自分に満
まん

足
ぞ く

している。 ‥‥４－３－２－１ 

2 人の意見を素
す

直
なお

に聞くことができる。 ‥‥４－３－２－１ 

3 人と違っていても自分が正しいと思うことは主
し ゅ

張
ちょう

できる。 ‥‥４－３－２－１ 

4 私は自分のことが好きである。 ‥‥４－３－２－１ 

5 私は人のために力を尽
つ

くしたい。 ‥‥４－３－２－１ 

6 自分の中には様々な可
か

能
のう

性
せい

がある。 ‥‥４－３－２－１ 

7 自分はダメな人間だと思うことがある。 ‥‥４－３－２－１ 

8 私はほかの人の気持ちになることができる。 ‥‥４－３－２－１ 

9 私は自分の判
はん

断
だん

や行動を信じることができる。 ‥‥４－３－２－１ 

10 私は自分という存
そん

在
ざい

を大切に思える。 ‥‥４－３－２－１ 

11 私には自分のことを理
り

解
かい

してくれる人がいる。 ‥‥４－３－２－１ 

12 私は自分の長
ちょう

所
し ょ

も短所もよくわかっている。 ‥‥４－３－２－１ 

13 私は今の自分は嫌
き ら

いだ。 ‥‥４－３－２－１ 

14 
人に迷惑がかからないよう、いったん決めたことには責

せき

任
にん

を 

持って取り組む。 

‥‥４－３－２－１ 

15 私には誰
だれ

にも負けないもの（こと）がある。 ‥‥４－３－２－１ 

16 自分には良いところがある。 ‥‥４－３－２－１ 

17 自分のことを見守ってくれている周りの人々に感
かん

謝
し ゃ

している。 ‥‥４－３－２－１ 

18 私は自分のことは自分で決めたいと思う。 ‥‥４－３－２－１ 

19 自分は誰
だれ

の役にも立っていないと思う。 ‥‥４－３－２－１ 

20 私には自分のことを必
ひつ

要
よ う

としてくれる人がいる。 ‥‥４－３－２－１ 

21 私は自分の個
こ

性
せい

を大事にしたい。 ‥‥４－３－２－１ 

22 私は人と同じくらい価
か

値
ち

のある人間である。 ‥‥４－３－２－１ 

以
い

上
じょう

で、質問は終わりです。表紙を上にして、先生の指示があるまで静かに待っていてください。

あては

まる 

どちらかと 

いうと 

あてはまる 

どちらかと 

いうと 

あてはまらない

あてはま

らない 
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○評価  自分や他者のよさに気付き、認め合うよさを理解している。 
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で、質問は終わりです。表紙を上にして、先生の指示があるまで静かに待っていてください。

あては

まる 

どちらかと 

いうと 

あてはまる 
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 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 隣の友達に、昨日あった嬉しかったこ
とを話す。 

２ 四人グループになり、自分が聞いた友
達の話を新しくグループになった友達
に話す。 

３ 教師の話を聞く。 

 

 

○ 友達の話を聞く、自分のことを

話すことは、互いを理解する上で

必要であることを知る。 

 

 

○メモ用 

 紙など 

 
【資料等】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークシート（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コミュニケーション能力の捉え方とその育成 
○ コミュニケーション能力を、いろいろな価値観や背景をもつ人々による集団において、相互関

係を深め、共感しながら、人間関係やチームワークを形成し、正解のない課題や経験したことの

ない問題について、対話して情報を共有し、自ら深く考え、相互に考えを伝え、深め合いつつ、

合意形成・課題解決する能力と捉え、多文化共生時代の 21 世紀においては、このコミュニケーシ

ョン能力を育むことが極めて重要である。 
 
○ コミュニケーション能力を学校教育において育むためには、①自分とは異なる他者を認識し、

理解すること、②他者意識を通して自己の存在を見つめ、思考すること、③集団を形成し、他者

との協調、協働が図られる活動を行うこと、④対話やディスカッション、身体表現等を活動に取

り入れつつ正解のない課題に取り組むこと、などの要素で構成された機会や活動の場を意図的、

計画的に設定する必要がある。 
〔抜粋〕文部科学省「子どもたちのコミュニケーション能力を育むために」平成 23 年８月  

展開例② 
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との協調、協働が図られる活動を行うこと、④対話やディスカッション、身体表現等を活動に取

り入れつつ正解のない課題に取り組むこと、などの要素で構成された機会や活動の場を意図的、

計画的に設定する必要がある。 
〔抜粋〕文部科学省「子どもたちのコミュニケーション能力を育むために」平成 23 年８月  

展開例② 
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○ 評価 いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、いじ 

   めが起きたときにどうすればよいか考え、実行しようとしている。 

 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ ＤＶＤを視聴する。 
 
 
２ いじめを⾒たとき、⾃分はどうする

べきか考え、学級でアイデアを出し合
い、一人一人短冊に書く。 

○ ＤＶＤ「ＳＴＯＰ!いじめ あ

なたは大丈夫？」のはじめの５分

間の事例を活用する。 

○ 短冊を学級内に掲示し、児童が

確認できるようにする。 

 

 

 

○短冊 

 

【資料等】 

○ いじめ防止対策推進法（平成 25 年法律第 71 号） 第四条について 

 いじめ防止対策推進法において、児童・生徒に対していじめの禁止が明確に規定されている。 

 
 

 

 

 

 

 

・誰とでも一緒に遊んだり、おしゃ 
べりしたりできる。 

・失敗しても、笑われたり責められ 
たりしない。 

・助け合える。 
・やさしい言葉かけをする。 
・問題があったとき、客観的に判断 

できる。 
６ ⾃分の身の回りにいじめが起こっ

たときの対応を考える。 
・いじめを見ても、誰かに言うことは

難しい。 

・いじめを見たら、先生に相談しよう

と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ いじめ防止対策推進法第四条

｢いじめの禁止｣について触れなが

らも、いじめを見て見ぬふりをし

ないためにどうすればよいかを児

童が主体的に考えられるように配

慮する。 

 
 

ま
と
め 

10
分 

７ 振り返りを⾏う。 
(1) 居心地のよい学級にするためには、

何ができるかについて、実践につな

がるよう具体的に考える。 

 ①係活動 ②班活動 ③行事 

(2) 今すぐにできる目標をみんなで決

める。 

(3) 「心たくましく」133 ページに、

これからしようと思うことを書く。

○ これまでの学習を振り返り、自

分が具体的にできることをワーク

シートに記入させる。 

○ これからの意思を確認させる。 

（例） 
・仲のよい学級→みんなで遊ぶ 
・役に立つ高学年になる。→縦割り

班活動で低学年に遊びや掃除等を

教える。 

○ワーク 
シート 

○東京都道

徳教育教

材集｢心た

くましく｣

展開例② 

（いじめの禁止） 

第四条 児童等は、いじめを行ってはならない。 
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 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 
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○ これまでの学習を振り返り、自
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（例） 
・仲のよい学級→みんなで遊ぶ 
・役に立つ高学年になる。→縦割り

班活動で低学年に遊びや掃除等を

教える。 

○ワーク 
シート 

○東京都道

徳教育教

材集｢心た
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（いじめの禁止） 
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これからしようと思うことを書く。

○ これまでの学習を振り返り、自

分が具体的にできることをワーク
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○ これからの意思を確認させる。 
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・仲のよい学級→みんなで遊ぶ 
・役に立つ高学年になる。→縦割り

班活動で低学年に遊びや掃除等を

教える。 
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シート 

○東京都道

徳教育教

材集｢心た

くましく｣

展開例② 

（いじめの禁止） 

第四条 児童等は、いじめを行ってはならない。 
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45 

○評価  自分や他者のよさに気付き、認め合い、助け合うよさを理解している。 
 
 

 学習活動 ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 友達のよさを⾒付け、カード
に書き、読んで渡す。  

 
２ 自分には学級で活躍できるよ

さがあることを知る。 

○ 自分には友達が言ってくれるよう

なよさがあることに気付かせるよう

にする。 

○ 自尊感情や自己肯定感を高めるこ

とができるよう配慮する。 

○カード（友達

のよさが書け

るカードを用

意する） 

 

 

【資料等】 

各学校の生活指導で実践されている主な社会性プログラム 
○ 構成的グループ・エンカウンター 

教師や同級生等から「尊重される、認められる、褒められる」体験を経ることで、自分のよいと

ころや努力を周囲の仲間に評価されることを実感するとともに、自分を肯定的に評価でき、自尊感

情をもてるようにする取組。自己理解や他者理解を深め、人間関係づくりなどを目的とする。学級

活動のほか、学校行事などに関連させて行うことが考えられる。 

○ ソーシャルスキル・トレーニング 

①人間関係についての基本的な知識、②相手の表情等から隠された意図や感情を読み取る方法、

③自分の意思を状況や雰囲気に合わせて相手に伝えること、④対人問題の解決方法などについて説

明を行い、ロールプレイングを通じて、グループの間で練習を行う。その後は、日常の中で実践す

る（例：お年寄りに席を譲る、落し物を届ける、傷付いた友達を慰める）よう努め、思いやりなど

の社会的能力の獲得につなげる。 

○ セカンドステップ 

友人から仲間外れにされた場面のロールプレイング等により、子供たちが当事者の気持ちになっ

て語り合うことで、相手の立場に立って考える習慣を付けたり、怒りなどの感情の落ち着かせ方を

学ばせたりすることなどを目指すもの。学んだことを生活の中ですぐに実践することを志向した 

取組。 

参考：国立教育政策研究所生徒指導研究センター「いじめ問題に関する取組事例集」平成19年２月 

○○さんらしさカード 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

10
分 

５ 本時の感想を発表する。 
・友達が見付けてくれた新しい

自分らしさを知った。 
 

○ 一人一人が互いのその人らしさを

認め合うことで、学級が楽しくなる

こと、行事が成功できることに気付

くようにさせる。 

 

展開例② 

（      ）さんらしさカード
 
                                       
 
                                       
 
                                       
 

名 前（         ） 
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ま
と
め
５
分 

６ 活動を振り返り、各⾃が感じたこと
を発表する。 

○ ワークシートに簡単に記入

させる。 

○ワークシート

（個人用） 

〇評価  自分のランキングの理由を友達に伝え、自分と友達のランキングの違いに気付いている。ま

た、友達の考えをよく聞いて話合いを進めている。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ ダイヤモンド・ランキングをする。
 
 
２ 感じたことは宿題にして書いて

くる。 

○ ダイヤモンド・ランキングの

やり方については、宿題として

確認させておく。 

○ 後日、担任から幾つか紹介し、

ワークシートを掲示する。 

〇ワークシート

（グループ用）

【資料等】 

 ダイヤモンド・ランキングは、人権感覚を高める参加体験型の研修として、「人権教育プログラム（学

校教育編）平成 25 年３月 P32 」に掲載されている。 

 

 

 
 
参加体験型学習とは、参加者が体験的な活動を組み入れた学習に主体的に取り組めるよう工夫された学

習のことである。学習の中で、他者との関わりを通して養われるコミュニケーション能力は、直接体験や

擬似体験といった、学習者の主体的な参加を促すような学習活動を通して育むことが期待される。他者と

関わりながら、「共に学ぶ」ことを大切にしていくことで児童の意識の変容を目指すことができる。 

＜ワークシート＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展開例② 

 参加体験型の研修は、参加者が相互に学び合う過程を通して、気付きや発見が促され、主体性をもっ

て研修に取り組むことができることから、教職員の人権感覚を高めるために有効である。 
 この研修では主体的に参加するために自己開示を迫られる場面もあるので、参加者の自主性を尊重し、

押し付けにならないように十分に配慮する必要がある。進行役は、参加者のコミュニケーションが促進

され活動が円滑に進められるよう配慮することが大切である。 

東日本大震災から学んだこと

１ 

２ ２ 

３ ３ ３ 

４ ４ 

５ 

＜どうしてこのようにならべましたか＞ 

＜思ったことを書きましょう＞ 

とても大切 

大切 
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ま
と
め
５
分 

６ 活動を振り返り、各⾃が感じたこと
を発表する。 

○ ワークシートに簡単に記入

させる。 

○ワークシート

（個人用） 

〇評価  自分のランキングの理由を友達に伝え、自分と友達のランキングの違いに気付いている。ま

た、友達の考えをよく聞いて話合いを進めている。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ ダイヤモンド・ランキングをする。
 
 
２ 感じたことは宿題にして書いて

くる。 

○ ダイヤモンド・ランキングの

やり方については、宿題として

確認させておく。 

○ 後日、担任から幾つか紹介し、

ワークシートを掲示する。 

〇ワークシート

（グループ用）

【資料等】 

 ダイヤモンド・ランキングは、人権感覚を高める参加体験型の研修として、「人権教育プログラム（学

校教育編）平成 25 年３月 P32 」に掲載されている。 

 

 

 
 
参加体験型学習とは、参加者が体験的な活動を組み入れた学習に主体的に取り組めるよう工夫された学

習のことである。学習の中で、他者との関わりを通して養われるコミュニケーション能力は、直接体験や

擬似体験といった、学習者の主体的な参加を促すような学習活動を通して育むことが期待される。他者と

関わりながら、「共に学ぶ」ことを大切にしていくことで児童の意識の変容を目指すことができる。 

＜ワークシート＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展開例② 

 参加体験型の研修は、参加者が相互に学び合う過程を通して、気付きや発見が促され、主体性をもっ

て研修に取り組むことができることから、教職員の人権感覚を高めるために有効である。 
 この研修では主体的に参加するために自己開示を迫られる場面もあるので、参加者の自主性を尊重し、

押し付けにならないように十分に配慮する必要がある。進行役は、参加者のコミュニケーションが促進

され活動が円滑に進められるよう配慮することが大切である。 

東日本大震災から学んだこと

１ 

２ ２ 

３ ３ ３ 

４ ４ 

５ 

＜どうしてこのようにならべましたか＞ 

＜思ったことを書きましょう＞ 

とても大切 

大切 
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ま
と
め
５
分 

６ 活動を振り返り、各⾃が感じたこと
を発表する。 

○ ワークシートに簡単に記入

させる。 

○ワークシート

（個人用） 

〇評価  自分のランキングの理由を友達に伝え、自分と友達のランキングの違いに気付いている。ま

た、友達の考えをよく聞いて話合いを進めている。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ ダイヤモンド・ランキングをする。
 
 
２ 感じたことは宿題にして書いて

くる。 

○ ダイヤモンド・ランキングの

やり方については、宿題として

確認させておく。 

○ 後日、担任から幾つか紹介し、

ワークシートを掲示する。 

〇ワークシート

（グループ用）

【資料等】 

 ダイヤモンド・ランキングは、人権感覚を高める参加体験型の研修として、「人権教育プログラム（学

校教育編）平成 25 年３月 P32 」に掲載されている。 

 

 

 
 
参加体験型学習とは、参加者が体験的な活動を組み入れた学習に主体的に取り組めるよう工夫された学

習のことである。学習の中で、他者との関わりを通して養われるコミュニケーション能力は、直接体験や

擬似体験といった、学習者の主体的な参加を促すような学習活動を通して育むことが期待される。他者と

関わりながら、「共に学ぶ」ことを大切にしていくことで児童の意識の変容を目指すことができる。 

＜ワークシート＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展開例② 

 参加体験型の研修は、参加者が相互に学び合う過程を通して、気付きや発見が促され、主体性をもっ

て研修に取り組むことができることから、教職員の人権感覚を高めるために有効である。 
 この研修では主体的に参加するために自己開示を迫られる場面もあるので、参加者の自主性を尊重し、

押し付けにならないように十分に配慮する必要がある。進行役は、参加者のコミュニケーションが促進

され活動が円滑に進められるよう配慮することが大切である。 

東日本大震災から学んだこと

１ 

２ ２ 

３ ３ ３ 

４ ４ 

５ 

＜どうしてこのようにならべましたか＞ 

＜思ったことを書きましょう＞ 

とても大切 

大切 
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○評価  ストレスについて知るとともに、ストレス解消について自分に合った方法を見付けている。 

 

 

 

 学習活動 ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 有効なストレスマネジメントの方
法について知る。 

２ 実際にやってみる。 
 

○ 教室内でできることをする。

背伸びやストレッチがよい。 

○ 日常生活で実践するよう伝

える。 

 

 

【資料等】 

事前アンケートの内容※事前に児童に実施し、集計したものを授業で教材として扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ま
と
め 

10
分 

６ ストレスを上手にマネジメントす
ることで心は豊かにたくましく発達
することを理解する。 

 

 

 

 

 

７ 全プログラムを通しての教師のま
とめを聞く。 

○ ストレスを感じたときには、 
① 相談する 
② 休息を取る 
③ 自分の好きなことに打ち 
込む 

④ 運動する 
などの対処が有効であることを

理解させる。 
○ いじめは、相手の心や体を傷付

ける行為であること、いじめをし

ない、させない、見過ごさない、

見て見ぬふりをしないことを確

認する。 

 

アンケート    年  組  氏名            

 
下の質問に答え、当てはまるものに○を付けましょう。 

 
１ あなたは今、悩みや心配ごとがありますか。       はい・いいえ 
 
 
２ １で「はい」と答えた人に聞きます。その悩みや心配ごとに当てはまるもの 

全てを○で囲みましょう。この中からいくつでもあげてください。 
 
 
 
 

①勉強や進学のこと  ②家族のこと   ③友達や仲間のこと 
④異性のこと     ⑤お金のこと   ⑥性格のこと 
⑦健康のこと     ⑧容姿のこと   ⑨その他 
⑩悩みや心配ごとはない 

展開例② 
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○評価  ストレスについて知るとともに、ストレス解消について自分に合った方法を見付けている。 

 

 

 

 学習活動 ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 有効なストレスマネジメントの方
法について知る。 

２ 実際にやってみる。 
 

○ 教室内でできることをする。

背伸びやストレッチがよい。 

○ 日常生活で実践するよう伝

える。 

 

 

【資料等】 

事前アンケートの内容※事前に児童に実施し、集計したものを授業で教材として扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ま
と
め 

10
分 

６ ストレスを上手にマネジメントす
ることで心は豊かにたくましく発達
することを理解する。 

 

 

 

 

 

７ 全プログラムを通しての教師のま
とめを聞く。 

○ ストレスを感じたときには、 
① 相談する 
② 休息を取る 
③ 自分の好きなことに打ち 
込む 

④ 運動する 
などの対処が有効であることを

理解させる。 
○ いじめは、相手の心や体を傷付

ける行為であること、いじめをし

ない、させない、見過ごさない、

見て見ぬふりをしないことを確

認する。 

 

アンケート    年  組  氏名            

 
下の質問に答え、当てはまるものに○を付けましょう。 

 
１ あなたは今、悩みや心配ごとがありますか。       はい・いいえ 
 
 
２ １で「はい」と答えた人に聞きます。その悩みや心配ごとに当てはまるもの 

全てを○で囲みましょう。この中からいくつでもあげてください。 
 
 
 
 

①勉強や進学のこと  ②家族のこと   ③友達や仲間のこと 
④異性のこと     ⑤お金のこと   ⑥性格のこと 
⑦健康のこと     ⑧容姿のこと   ⑨その他 
⑩悩みや心配ごとはない 

展開例② 
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○評価  ストレスについて知るとともに、ストレス解消について自分に合った方法を見付けている。 

 

 

 

 学習活動 ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 有効なストレスマネジメントの方
法について知る。 

２ 実際にやってみる。 
 

○ 教室内でできることをする。

背伸びやストレッチがよい。 

○ 日常生活で実践するよう伝

える。 

 

 

【資料等】 

事前アンケートの内容※事前に児童に実施し、集計したものを授業で教材として扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ま
と
め 

10
分 

６ ストレスを上手にマネジメントす
ることで心は豊かにたくましく発達
することを理解する。 

 

 

 

 

 

７ 全プログラムを通しての教師のま
とめを聞く。 

○ ストレスを感じたときには、 
① 相談する 
② 休息を取る 
③ 自分の好きなことに打ち 
込む 

④ 運動する 
などの対処が有効であることを

理解させる。 
○ いじめは、相手の心や体を傷付

ける行為であること、いじめをし

ない、させない、見過ごさない、

見て見ぬふりをしないことを確

認する。 

 

アンケート    年  組  氏名            

 
下の質問に答え、当てはまるものに○を付けましょう。 

 
１ あなたは今、悩みや心配ごとがありますか。       はい・いいえ 
 
 
２ １で「はい」と答えた人に聞きます。その悩みや心配ごとに当てはまるもの 

全てを○で囲みましょう。この中からいくつでもあげてください。 
 
 
 
 

①勉強や進学のこと  ②家族のこと   ③友達や仲間のこと 
④異性のこと     ⑤お金のこと   ⑥性格のこと 
⑦健康のこと     ⑧容姿のこと   ⑨その他 
⑩悩みや心配ごとはない 

展開例② 
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○評価  いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、 

いじめが起きたときにどうすればよいかを考え、実行しようとしている。 

 
 
 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ いじめは犯罪につながる⾏為である
ことを確認する。 

２ いじめを⾒たとき、自分はどうするべ
きかを考え、学級でアイデアを出し合
い、一人一人短冊に書く。 

 

 

○ 短冊は学級内に掲示し、生徒

が確認できるようにする。 

 

 

〇短冊 

 

【資料等】 

学校において生じる可能性がある犯罪行為等（文部科学省より） 

※「刑法」とは、犯罪とそれに対する罰則を規定した法律のこと 

いじめの状態、様子 刑罰法規 

暴行（刑法第 208 条） ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたり

する。 
傷害（刑法第 204 条） 

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、

蹴られたりする。 
暴行（刑法第 208 条） 

強要（刑法第 223 条） 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させら

れたりする。 
強制わいせつ（刑法第 176 条） 

金品をたかられる。 恐喝（刑法第 249 条） 

窃盗（刑法第 235 条） 金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨て

られたりする。 
器物損壊等（刑法第 261 条） 

脅迫（刑法第 222 条） 冷やかしやからかい、悪口やおどし文句、嫌なこと

を言われる。 
名誉毀損、侮辱（刑法第 230 条、231 条） 

脅迫（刑法第 222 条） パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをさ

れる。 

 ※誹謗中傷…悪口を言うこと、根拠のないことを言いふら

して、名誉を傷付けること 
名誉毀損、侮辱（刑法第 230 条、231 条） 

 

ま
と
め 

５
分 

５ 学習して初めて知ったこと、これから
気を付けていきたいことなどの感想を
振り返りカードに書く。 

 

 

６ いじめのない、楽しい学級をつくって
いくことについて、教師のまとめを聞く。

○ 学習内容を振り返らせ、いじ

めがなぜいけないのかについて

の理解を深めさせ、今後いじめ

を見たらどのように行動するか

についても考えさせる。 

○ ｢心みつめて｣153 ページに正

義を実現するためにできること

を書かせ、まとめてもよい。 

○ワーク 

シート 

展開例② 
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○評価  いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、 

いじめが起きたときにどうすればよいかを考え、実行しようとしている。 

 
 
 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ いじめは犯罪につながる⾏為である
ことを確認する。 

２ いじめを⾒たとき、自分はどうするべ
きかを考え、学級でアイデアを出し合
い、一人一人短冊に書く。 

 

 

○ 短冊は学級内に掲示し、生徒

が確認できるようにする。 

 

 

〇短冊 

 

【資料等】 

学校において生じる可能性がある犯罪行為等（文部科学省より） 

※「刑法」とは、犯罪とそれに対する罰則を規定した法律のこと 

いじめの状態、様子 刑罰法規 

暴行（刑法第 208 条） ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたり

する。 
傷害（刑法第 204 条） 

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、

蹴られたりする。 
暴行（刑法第 208 条） 

強要（刑法第 223 条） 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させら

れたりする。 
強制わいせつ（刑法第 176 条） 

金品をたかられる。 恐喝（刑法第 249 条） 

窃盗（刑法第 235 条） 金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨て

られたりする。 
器物損壊等（刑法第 261 条） 

脅迫（刑法第 222 条） 冷やかしやからかい、悪口やおどし文句、嫌なこと

を言われる。 
名誉毀損、侮辱（刑法第 230 条、231 条） 

脅迫（刑法第 222 条） パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをさ

れる。 

 ※誹謗中傷…悪口を言うこと、根拠のないことを言いふら

して、名誉を傷付けること 
名誉毀損、侮辱（刑法第 230 条、231 条） 

 

ま
と
め 

５
分 

５ 学習して初めて知ったこと、これから
気を付けていきたいことなどの感想を
振り返りカードに書く。 

 

 

６ いじめのない、楽しい学級をつくって
いくことについて、教師のまとめを聞く。

○ 学習内容を振り返らせ、いじ

めがなぜいけないのかについて

の理解を深めさせ、今後いじめ

を見たらどのように行動するか

についても考えさせる。 

○ ｢心みつめて｣153 ページに正

義を実現するためにできること

を書かせ、まとめてもよい。 

○ワーク 

シート 
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○評価  いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、 

いじめが起きたときにどうすればよいかを考え、実行しようとしている。 

 
 
 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ いじめは犯罪につながる⾏為である
ことを確認する。 

２ いじめを⾒たとき、自分はどうするべ
きかを考え、学級でアイデアを出し合
い、一人一人短冊に書く。 

 

 

○ 短冊は学級内に掲示し、生徒

が確認できるようにする。 

 

 

〇短冊 

 

【資料等】 

学校において生じる可能性がある犯罪行為等（文部科学省より） 

※「刑法」とは、犯罪とそれに対する罰則を規定した法律のこと 

いじめの状態、様子 刑罰法規 

暴行（刑法第 208 条） ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたり

する。 
傷害（刑法第 204 条） 

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、

蹴られたりする。 
暴行（刑法第 208 条） 

強要（刑法第 223 条） 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させら

れたりする。 
強制わいせつ（刑法第 176 条） 

金品をたかられる。 恐喝（刑法第 249 条） 

窃盗（刑法第 235 条） 金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨て

られたりする。 
器物損壊等（刑法第 261 条） 

脅迫（刑法第 222 条） 冷やかしやからかい、悪口やおどし文句、嫌なこと

を言われる。 
名誉毀損、侮辱（刑法第 230 条、231 条） 

脅迫（刑法第 222 条） パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをさ

れる。 

 ※誹謗中傷…悪口を言うこと、根拠のないことを言いふら

して、名誉を傷付けること 
名誉毀損、侮辱（刑法第 230 条、231 条） 

 

ま
と
め 

５
分 

５ 学習して初めて知ったこと、これから
気を付けていきたいことなどの感想を
振り返りカードに書く。 

 

 

６ いじめのない、楽しい学級をつくって
いくことについて、教師のまとめを聞く。

○ 学習内容を振り返らせ、いじ

めがなぜいけないのかについて

の理解を深めさせ、今後いじめ

を見たらどのように行動するか

についても考えさせる。 

○ ｢心みつめて｣153 ページに正

義を実現するためにできること

を書かせ、まとめてもよい。 

○ワーク 

シート 

展開例② 
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53 

 

 学習活動 ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 隣の友達のよさを⾒付け、カー
ドに書き、読んで渡す。 

 
２ 自分には学級で活躍できるよ

さがあることを知る。 

○ 自分には友達が言ってくれるようなよ

さがあることに気付かせるようにする。 

 

○ 自尊感情や自己肯定感を高めること

ができるよう配慮する。 

○ カ ー ド

（友達の

よさが書

けるカー

ド） 

【資料等】 

１ ノート（例） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 見開きでノートを使う。面接などの自己アピール文として活用できる。 

 

２ 各学校の生活指導で実践されている主な社会性プログラム 

○ グループワーク・トレーニング（ＧＷＴ） 

ある課題（ゲーム）にグループで取り組み、事後の振り返りにおいて、グループの他のメンバーが何を

していたかを思い返させることで、自分だけでなくグループの状況も気にする態度と、グループの一員と

して適切な行動が取れるよう促す。仲間づくり、望ましい集団形成などを目的とする。 

○ ピア・サポート 

 Peer＝「仲間」をSupport＝「支援する」。異学年交流を通じ、「お世話をされる体験」と、成長した

後に「お世話をする体験」の両方を経験し、「自己有用感」を獲得するための活動である。同時に、自ら

進んで他者と関わろうとする意欲や必要な能力を、仲間との活動によって培う。 

 いじめ問題との関連では、傾聴訓練やカウンセリング研修等を受けた数名のピア・サポーターが実際に

子供のいじめ相談に当たる取組例もある。 

○ ピース・メソッド 

 生徒のストレスの要因となる人間関係や環境に焦点を当て、友人との関わりの場を教育活動全体の中に

位置付ける。ストレスを減少させることによっていじめを防止することをねらいとする。学校・学年を単

位として１年～１年半をかけて、生徒指導上の諸問題に取り組む予防的な手法の一つである。 

 

参考：国立教育政策研究所生徒指導研究センター「いじめ問題に関する取組事例集」平成19年２月 

展開例② 

   

○自分の長所 明るく、元気である。 

○スポーツが大好きで、部活動に一生懸命取り組

んでいる。 

○おおざっぱである。 

○あまり深く考えないで、発言してしまうと

ころがある。 

（○○より）△△さんは、毎朝、先生や友達に

元気にあいさつしていますね。授業中も、よく

発言して、積極的だなと思います。 

（○○より）△△さんは、部活動で、技が身

に付くまで何度も練習していた。努力の成果

だと思う。おおざっぱというけれど、細かい

ところを気にしないのは、よいところとも言

えると思う。 

「自分らしさ」や友達の「その人らしさ」を見付けよう

長 所 

友 達 か ら 

短 所

友 達 か ら

感想 

 

友 達 か ら 

（○○より）自分が話合いの司会をしていたと

き、誰も発言しなくて困っていた。△△さんが、

真っ先に発言してくれたので、次の人が言いや

すくなった。すぐに発言できるのは、長所だと

思う。 
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53 

 

 学習活動 ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 隣の友達のよさを⾒付け、カー
ドに書き、読んで渡す。 

 
２ 自分には学級で活躍できるよ

さがあることを知る。 

○ 自分には友達が言ってくれるようなよ

さがあることに気付かせるようにする。 

 

○ 自尊感情や自己肯定感を高めること

ができるよう配慮する。 

○ カ ー ド

（友達の

よさが書

けるカー

ド） 

【資料等】 

１ ノート（例） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 見開きでノートを使う。面接などの自己アピール文として活用できる。 

 

２ 各学校の生活指導で実践されている主な社会性プログラム 

○ グループワーク・トレーニング（ＧＷＴ） 

ある課題（ゲーム）にグループで取り組み、事後の振り返りにおいて、グループの他のメンバーが何を

していたかを思い返させることで、自分だけでなくグループの状況も気にする態度と、グループの一員と

して適切な行動が取れるよう促す。仲間づくり、望ましい集団形成などを目的とする。 

○ ピア・サポート 

 Peer＝「仲間」をSupport＝「支援する」。異学年交流を通じ、「お世話をされる体験」と、成長した

後に「お世話をする体験」の両方を経験し、「自己有用感」を獲得するための活動である。同時に、自ら

進んで他者と関わろうとする意欲や必要な能力を、仲間との活動によって培う。 

 いじめ問題との関連では、傾聴訓練やカウンセリング研修等を受けた数名のピア・サポーターが実際に

子供のいじめ相談に当たる取組例もある。 

○ ピース・メソッド 

 生徒のストレスの要因となる人間関係や環境に焦点を当て、友人との関わりの場を教育活動全体の中に

位置付ける。ストレスを減少させることによっていじめを防止することをねらいとする。学校・学年を単

位として１年～１年半をかけて、生徒指導上の諸問題に取り組む予防的な手法の一つである。 

 

参考：国立教育政策研究所生徒指導研究センター「いじめ問題に関する取組事例集」平成19年２月 

展開例② 

   

○自分の長所 明るく、元気である。 

○スポーツが大好きで、部活動に一生懸命取り組

んでいる。 

○おおざっぱである。 

○あまり深く考えないで、発言してしまうと

ころがある。 

（○○より）△△さんは、毎朝、先生や友達に

元気にあいさつしていますね。授業中も、よく

発言して、積極的だなと思います。 

（○○より）△△さんは、部活動で、技が身

に付くまで何度も練習していた。努力の成果

だと思う。おおざっぱというけれど、細かい

ところを気にしないのは、よいところとも言

えると思う。 

「自分らしさ」や友達の「その人らしさ」を見付けよう

長 所 

友 達 か ら 

短 所

友 達 か ら

感想 

 

友 達 か ら 

（○○より）自分が話合いの司会をしていたと

き、誰も発言しなくて困っていた。△△さんが、

真っ先に発言してくれたので、次の人が言いや

すくなった。すぐに発言できるのは、長所だと

思う。 
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53 

 

 学習活動 ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 隣の友達のよさを⾒付け、カー
ドに書き、読んで渡す。 

 
２ 自分には学級で活躍できるよ

さがあることを知る。 

○ 自分には友達が言ってくれるようなよ

さがあることに気付かせるようにする。 

 

○ 自尊感情や自己肯定感を高めること

ができるよう配慮する。 

○ カ ー ド

（友達の

よさが書

けるカー

ド） 

【資料等】 

１ ノート（例） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 見開きでノートを使う。面接などの自己アピール文として活用できる。 

 

２ 各学校の生活指導で実践されている主な社会性プログラム 

○ グループワーク・トレーニング（ＧＷＴ） 

ある課題（ゲーム）にグループで取り組み、事後の振り返りにおいて、グループの他のメンバーが何を

していたかを思い返させることで、自分だけでなくグループの状況も気にする態度と、グループの一員と

して適切な行動が取れるよう促す。仲間づくり、望ましい集団形成などを目的とする。 

○ ピア・サポート 

 Peer＝「仲間」をSupport＝「支援する」。異学年交流を通じ、「お世話をされる体験」と、成長した

後に「お世話をする体験」の両方を経験し、「自己有用感」を獲得するための活動である。同時に、自ら

進んで他者と関わろうとする意欲や必要な能力を、仲間との活動によって培う。 

 いじめ問題との関連では、傾聴訓練やカウンセリング研修等を受けた数名のピア・サポーターが実際に

子供のいじめ相談に当たる取組例もある。 

○ ピース・メソッド 

 生徒のストレスの要因となる人間関係や環境に焦点を当て、友人との関わりの場を教育活動全体の中に

位置付ける。ストレスを減少させることによっていじめを防止することをねらいとする。学校・学年を単

位として１年～１年半をかけて、生徒指導上の諸問題に取り組む予防的な手法の一つである。 

 

参考：国立教育政策研究所生徒指導研究センター「いじめ問題に関する取組事例集」平成19年２月 

展開例② 

   

○自分の長所 明るく、元気である。 

○スポーツが大好きで、部活動に一生懸命取り組

んでいる。 

○おおざっぱである。 

○あまり深く考えないで、発言してしまうと

ころがある。 

（○○より）△△さんは、毎朝、先生や友達に

元気にあいさつしていますね。授業中も、よく

発言して、積極的だなと思います。 

（○○より）△△さんは、部活動で、技が身

に付くまで何度も練習していた。努力の成果

だと思う。おおざっぱというけれど、細かい

ところを気にしないのは、よいところとも言

えると思う。 

「自分らしさ」や友達の「その人らしさ」を見付けよう

長 所 

友 達 か ら 

短 所

友 達 か ら

感想 

 

友 達 か ら 

（○○より）自分が話合いの司会をしていたと

き、誰も発言しなくて困っていた。△△さんが、

真っ先に発言してくれたので、次の人が言いや

すくなった。すぐに発言できるのは、長所だと

思う。 
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55 

ま
と
め 

10
分 

６ 集団による意思決定を⾏い、気付い
たことを発表する。 

 ・友達と話し合うことで、初めの考え

は違っていても、相手のことがよく

分かった。 

・自分では気付かなかった考えを知る

ことができた。 

 
 
７ 東京都道徳教育教材集「心みつめて」

139 ページを読み、本時の学習内容を
振り返る。 

 

○ 自分とは違うものの見方や考

え方に触れることで、自分の心

が成長することを捉えさせる。 
○ 机間指導を行い、｢意見がそれ

ぞれ違う｣という視点をもった

生徒を選んでおく。 
○ 東京都道徳教育教材集「心み

つめて」の 139 ページ下の欄に

自分の考えを記入させる。 
○ 意見が違うときに話し合った

ことや、他の人の意見を聞いて

なるほどと思った気持ちが大切

であることをまとめとして押さ

える。 

○ワークシー

ト（個人用）

○評価  相手に対する尊重の態度をもちながら、自分の思いや意見をはっきりと表現している。 
 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 東京都道徳教育教材集「心みつめて」
139 ページを読ませる。 

 
２ ⾃分とは違うものの⾒方や考え方か

ら学んだことを書く。 

○ 自分とは違うものの見方や考

え方に触れることで自分の心が

成長することを理解させる。 

○ 東京都道徳教育教材集「心み

つめて」の 139 ページ下の欄に

自分の考えを記入させる。 

○東京都道徳

教育教材集

「心みつめ

て」 

 

【資料等】 

＜ワークシート＞ 

 小学校高学年用のダイヤモンド・ランキングを参考とする。行事「合唱コンクール」を例に取り上げた

が、学校の実態に合わせて変えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
合唱コンクールで大切だと思うことをランキングしてください。 
① 練習量（どのくらい練習したか）     ⑥ 一生懸命（精一杯頑張ったか） 
② 団結力（みんなの心が一つになったか）  ⑦ 学級の結果（よい成績を残せたか） 
③ 責任感（自分の役割を果たせたか）    ⑧ 感動（感動することができたか） 
④ 思い出（思い出に残る取組にできたか）  ⑨ 個人の結果（自分の技術が上がったか） 
⑤ 努力（できる限りの活動ができたか） 
上の内容をダイヤモンド・ランキングしてみましょう。 
＜カード＞ 

練習量 団結力 責任感 思い出 努力 

一生懸命 学級の結果 感動 個人の結果  

合唱コンクールのダイヤモンド・ランキング

展開例② 
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55 

ま
と
め 

10
分 

６ 集団による意思決定を⾏い、気付い
たことを発表する。 

 ・友達と話し合うことで、初めの考え

は違っていても、相手のことがよく

分かった。 

・自分では気付かなかった考えを知る

ことができた。 

 
 
７ 東京都道徳教育教材集「心みつめて」

139 ページを読み、本時の学習内容を
振り返る。 

 

○ 自分とは違うものの見方や考

え方に触れることで、自分の心

が成長することを捉えさせる。 
○ 机間指導を行い、｢意見がそれ

ぞれ違う｣という視点をもった

生徒を選んでおく。 
○ 東京都道徳教育教材集「心み

つめて」の 139 ページ下の欄に

自分の考えを記入させる。 
○ 意見が違うときに話し合った

ことや、他の人の意見を聞いて

なるほどと思った気持ちが大切

であることをまとめとして押さ

える。 

○ワークシー

ト（個人用）

○評価  相手に対する尊重の態度をもちながら、自分の思いや意見をはっきりと表現している。 
 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 東京都道徳教育教材集「心みつめて」
139 ページを読ませる。 

 
２ ⾃分とは違うものの⾒方や考え方か

ら学んだことを書く。 

○ 自分とは違うものの見方や考

え方に触れることで自分の心が

成長することを理解させる。 

○ 東京都道徳教育教材集「心み

つめて」の 139 ページ下の欄に

自分の考えを記入させる。 

○東京都道徳

教育教材集

「心みつめ

て」 

 

【資料等】 

＜ワークシート＞ 

 小学校高学年用のダイヤモンド・ランキングを参考とする。行事「合唱コンクール」を例に取り上げた

が、学校の実態に合わせて変えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
合唱コンクールで大切だと思うことをランキングしてください。 
① 練習量（どのくらい練習したか）     ⑥ 一生懸命（精一杯頑張ったか） 
② 団結力（みんなの心が一つになったか）  ⑦ 学級の結果（よい成績を残せたか） 
③ 責任感（自分の役割を果たせたか）    ⑧ 感動（感動することができたか） 
④ 思い出（思い出に残る取組にできたか）  ⑨ 個人の結果（自分の技術が上がったか） 
⑤ 努力（できる限りの活動ができたか） 
上の内容をダイヤモンド・ランキングしてみましょう。 
＜カード＞ 

練習量 団結力 責任感 思い出 努力 

一生懸命 学級の結果 感動 個人の結果  

合唱コンクールのダイヤモンド・ランキング

展開例② 
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55 

ま
と
め 

10
分 

６ 集団による意思決定を⾏い、気付い
たことを発表する。 

 ・友達と話し合うことで、初めの考え

は違っていても、相手のことがよく

分かった。 

・自分では気付かなかった考えを知る

ことができた。 

 
 
７ 東京都道徳教育教材集「心みつめて」

139 ページを読み、本時の学習内容を
振り返る。 

 

○ 自分とは違うものの見方や考

え方に触れることで、自分の心

が成長することを捉えさせる。 
○ 机間指導を行い、｢意見がそれ

ぞれ違う｣という視点をもった

生徒を選んでおく。 
○ 東京都道徳教育教材集「心み

つめて」の 139 ページ下の欄に

自分の考えを記入させる。 
○ 意見が違うときに話し合った

ことや、他の人の意見を聞いて

なるほどと思った気持ちが大切

であることをまとめとして押さ

える。 

○ワークシー

ト（個人用）

○評価  相手に対する尊重の態度をもちながら、自分の思いや意見をはっきりと表現している。 
 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 東京都道徳教育教材集「心みつめて」
139 ページを読ませる。 

 
２ ⾃分とは違うものの⾒方や考え方か

ら学んだことを書く。 

○ 自分とは違うものの見方や考

え方に触れることで自分の心が

成長することを理解させる。 

○ 東京都道徳教育教材集「心み

つめて」の 139 ページ下の欄に

自分の考えを記入させる。 

○東京都道徳

教育教材集

「心みつめ

て」 

 

【資料等】 

＜ワークシート＞ 

 小学校高学年用のダイヤモンド・ランキングを参考とする。行事「合唱コンクール」を例に取り上げた

が、学校の実態に合わせて変えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
合唱コンクールで大切だと思うことをランキングしてください。 
① 練習量（どのくらい練習したか）     ⑥ 一生懸命（精一杯頑張ったか） 
② 団結力（みんなの心が一つになったか）  ⑦ 学級の結果（よい成績を残せたか） 
③ 責任感（自分の役割を果たせたか）    ⑧ 感動（感動することができたか） 
④ 思い出（思い出に残る取組にできたか）  ⑨ 個人の結果（自分の技術が上がったか） 
⑤ 努力（できる限りの活動ができたか） 
上の内容をダイヤモンド・ランキングしてみましょう。 
＜カード＞ 

練習量 団結力 責任感 思い出 努力 

一生懸命 学級の結果 感動 個人の結果  

合唱コンクールのダイヤモンド・ランキング
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【資料等】 

 

 

こんなときどうすればよいのだろうか 

   年   組    番 名前                    

 

 

 

 

 

 

 

１ Ｂさんは日頃、Ａさんにどんな気持ちを抱いていたのでしょうか。 

 

 

 

２ Ｂさんは、どうしてほしかったのでしょうか。 

 

 

 

３ あなたがＢさんだったら、Ａさんに対してどうすればよかったでしょうか。 

 

 

 

４ あなたがＣさんだったら、どのようにすればよいでしょうか。 

 

 

 

 

次のことを考えて、ロールプレイをしてみましょう。 

○ 自分の感情を交えずに冷静に表現するとしたら、Ａさんにどう伝えますか。また、Ｃ

さんだったらどのように対応しますか。台
せり

詞
ふ

を具体的に書きましょう。 

 

 

 

学級で意見交換をし、Ａさんが意見を受け入れてくれなかった場合も想定し、攻撃的にならないよう

に注意しながら周りの友達とロールプレイをしましょう。 

シチュエーション 

 同じ学級で座席がＢさんの後ろのＡさんは、通路を通るたびに机の横にかけてあるＢさんの

かばんにぶつかっていきます。Ｂさんは何も言えず、がまんをしていました。 
 ある日の昼休み、走って来たＡさんがＢさんのかばんにぶつかって、走り去っていきました。

怒ったＢさんは、Ａさんにつかみかかりけんかになりました。また、その場面に、Ｃさん（Ｂ

さんの友人）がいました。 
 Ｂさんは、どうすればよかったのでしょうか。 
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【資料等】 

 

 

こんなときどうすればよいのだろうか 

   年   組    番 名前                    

 

 

 

 

 

 

 

１ Ｂさんは日頃、Ａさんにどんな気持ちを抱いていたのでしょうか。 

 

 

 

２ Ｂさんは、どうしてほしかったのでしょうか。 

 

 

 

３ あなたがＢさんだったら、Ａさんに対してどうすればよかったでしょうか。 

 

 

 

４ あなたがＣさんだったら、どのようにすればよいでしょうか。 

 

 

 

 

次のことを考えて、ロールプレイをしてみましょう。 

○ 自分の感情を交えずに冷静に表現するとしたら、Ａさんにどう伝えますか。また、Ｃ

さんだったらどのように対応しますか。台
せり

詞
ふ

を具体的に書きましょう。 

 

 

 

学級で意見交換をし、Ａさんが意見を受け入れてくれなかった場合も想定し、攻撃的にならないよう

に注意しながら周りの友達とロールプレイをしましょう。 

シチュエーション 

 同じ学級で座席がＢさんの後ろのＡさんは、通路を通るたびに机の横にかけてあるＢさんの

かばんにぶつかっていきます。Ｂさんは何も言えず、がまんをしていました。 
 ある日の昼休み、走って来たＡさんがＢさんのかばんにぶつかって、走り去っていきました。

怒ったＢさんは、Ａさんにつかみかかりけんかになりました。また、その場面に、Ｃさん（Ｂ

さんの友人）がいました。 
 Ｂさんは、どうすればよかったのでしょうか。 
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【資料等】 

 

 

こんなときどうすればよいのだろうか 

   年   組    番 名前                    

 

 

 

 

 

 

 

１ Ｂさんは日頃、Ａさんにどんな気持ちを抱いていたのでしょうか。 

 

 

 

２ Ｂさんは、どうしてほしかったのでしょうか。 

 

 

 

３ あなたがＢさんだったら、Ａさんに対してどうすればよかったでしょうか。 

 

 

 

４ あなたがＣさんだったら、どのようにすればよいでしょうか。 

 

 

 

 

次のことを考えて、ロールプレイをしてみましょう。 

○ 自分の感情を交えずに冷静に表現するとしたら、Ａさんにどう伝えますか。また、Ｃ

さんだったらどのように対応しますか。台
せり

詞
ふ

を具体的に書きましょう。 

 

 

 

学級で意見交換をし、Ａさんが意見を受け入れてくれなかった場合も想定し、攻撃的にならないよう

に注意しながら周りの友達とロールプレイをしましょう。 

シチュエーション 

 同じ学級で座席がＢさんの後ろのＡさんは、通路を通るたびに机の横にかけてあるＢさんの

かばんにぶつかっていきます。Ｂさんは何も言えず、がまんをしていました。 
 ある日の昼休み、走って来たＡさんがＢさんのかばんにぶつかって、走り去っていきました。

怒ったＢさんは、Ａさんにつかみかかりけんかになりました。また、その場面に、Ｃさん（Ｂ

さんの友人）がいました。 
 Ｂさんは、どうすればよかったのでしょうか。 
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○評価 いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、いじめが
起きたときにどうすればよいか考え、実行しようとしている。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ いじめは犯罪⾏為でもあることを
確認する。 

２ いじめを⾒た時、⾃分はどうするべ
きか考え、クラスでアイデアを出し、
一人一人短冊に書く。 

 
 
○ 短冊は教室内に掲示し、生徒が確
認できるようにする。 

 
 
〇短冊 

【資料等】 

「いじめ防止対策推進法」について 
 平成 25 年６月 28 日に平成 25 年法律第 71 号として公布された。いじめが、いじめを受けた児童等の教育を受ける権利

を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危

険を生じさせるおそれがあるものであることに鑑み、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するため、

いじめの防止等のための対策に関し、基本理念を定め、国及び地方公共団体等の責務を明らかにし、並びにいじめの防止

等のための対策に関する基本的な方針の策定について定めるとともに、いじめの防止等のための対策の基本となる事項を

定めるものである。 

第一章 総則  

第一条（目的） 第二条（定義） 第三条（基本理念） 第四条（いじめの禁止） 

     第五条（国の責務） 第六条（地方公共団体の責務） 第七条（学校の設置者の責務） 

     第八条（学校及び学校の教職員の責務） 第九条（保護者の責務等） 

     第十条（財政上の措置等） 

第二章 いじめ防止基本方針等 

     第十一条（いじめ防止基本方針） 第十二条（地方いじめ防止基本方針） 

     第十三条（学校いじめ防止基本方針） 第十四条（いじめ問題対策連絡協議会） 

第三章 基本的施策 

第十五条（学校におけるいじめの防止） 第十六条（いじめの早期発見のための措置）  

第十七条（関係機関等との連携等） 

第十八条（いじめの防止等のための対策に従事する人材の確保及び資質の向上） 

第十九条（インターネットを通じて行われるいじめに対する対策の推進） 

第二十条（いじめの防止等のための対策の調査研究の推進等） 第二十一条（啓発活動） 

第四章 いじめの防止等に関する措置 

     第二十二条（学校におけるいじめの防止等の対策のための組織） 

     第二十三条（いじめに対する措置） 第二十四条（学校の設置者による措置） 

     第二十五条（校長及び教員による懲戒） 第二十六条（出席停止制度の適切な運用等） 

     第二十七条（学校相互間の連携協力体制の整備） 

第五章 重大事態への対処 

第二十八条（学校の設置者又はその設置する学校による対処） 

第二十九条（国立大学に附属して設置される学校に係る対処） 

第三十条（公立の学校に係る対処） 第三十一・三十二条（私立の学校に係る対処） 

第三十三条（文部科学大臣又は都道府県の教育委員会の指導、助言及び援助） 

第六章 雑則 

第三十四条（学校評価における留意事項） 第三十五条（高等専門学校における措置） 

 
 
 
 

 

６ いじめのない、楽しいクラスをつく
っていくことについて、教師のまとめ
を聞く。 

○ いじめにあったり見たりしたとき
には、教師やスクールカウンセラー
に相談することを確認する。 

○ 沈黙する傍観者にならないことが
重要であることを押さえる。 
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○評価 いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、いじめが
起きたときにどうすればよいか考え、実行しようとしている。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ いじめは犯罪⾏為でもあることを
確認する。 

２ いじめを⾒た時、⾃分はどうするべ
きか考え、クラスでアイデアを出し、
一人一人短冊に書く。 

 
 
○ 短冊は教室内に掲示し、生徒が確
認できるようにする。 

 
 
〇短冊 

【資料等】 

「いじめ防止対策推進法」について 
 平成 25 年６月 28 日に平成 25 年法律第 71 号として公布された。いじめが、いじめを受けた児童等の教育を受ける権利

を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危

険を生じさせるおそれがあるものであることに鑑み、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するため、

いじめの防止等のための対策に関し、基本理念を定め、国及び地方公共団体等の責務を明らかにし、並びにいじめの防止

等のための対策に関する基本的な方針の策定について定めるとともに、いじめの防止等のための対策の基本となる事項を

定めるものである。 

第一章 総則  

第一条（目的） 第二条（定義） 第三条（基本理念） 第四条（いじめの禁止） 

     第五条（国の責務） 第六条（地方公共団体の責務） 第七条（学校の設置者の責務） 

     第八条（学校及び学校の教職員の責務） 第九条（保護者の責務等） 

     第十条（財政上の措置等） 

第二章 いじめ防止基本方針等 

     第十一条（いじめ防止基本方針） 第十二条（地方いじめ防止基本方針） 

     第十三条（学校いじめ防止基本方針） 第十四条（いじめ問題対策連絡協議会） 

第三章 基本的施策 

第十五条（学校におけるいじめの防止） 第十六条（いじめの早期発見のための措置）  

第十七条（関係機関等との連携等） 

第十八条（いじめの防止等のための対策に従事する人材の確保及び資質の向上） 

第十九条（インターネットを通じて行われるいじめに対する対策の推進） 

第二十条（いじめの防止等のための対策の調査研究の推進等） 第二十一条（啓発活動） 

第四章 いじめの防止等に関する措置 

     第二十二条（学校におけるいじめの防止等の対策のための組織） 

     第二十三条（いじめに対する措置） 第二十四条（学校の設置者による措置） 

     第二十五条（校長及び教員による懲戒） 第二十六条（出席停止制度の適切な運用等） 

     第二十七条（学校相互間の連携協力体制の整備） 

第五章 重大事態への対処 

第二十八条（学校の設置者又はその設置する学校による対処） 

第二十九条（国立大学に附属して設置される学校に係る対処） 

第三十条（公立の学校に係る対処） 第三十一・三十二条（私立の学校に係る対処） 

第三十三条（文部科学大臣又は都道府県の教育委員会の指導、助言及び援助） 

第六章 雑則 

第三十四条（学校評価における留意事項） 第三十五条（高等専門学校における措置） 

 
 
 
 

 

６ いじめのない、楽しいクラスをつく
っていくことについて、教師のまとめ
を聞く。 

○ いじめにあったり見たりしたとき
には、教師やスクールカウンセラー
に相談することを確認する。 

○ 沈黙する傍観者にならないことが
重要であることを押さえる。 

 

展開例② 

58

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第２章

59 

○評価 いじめは、相手の心や体を傷付ける行為であることや絶対にしてはいけないことを理解し、いじめが
起きたときにどうすればよいか考え、実行しようとしている。 

 

 

 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ いじめは犯罪⾏為でもあることを
確認する。 

２ いじめを⾒た時、⾃分はどうするべ
きか考え、クラスでアイデアを出し、
一人一人短冊に書く。 

 
 
○ 短冊は教室内に掲示し、生徒が確
認できるようにする。 

 
 
〇短冊 

【資料等】 

「いじめ防止対策推進法」について 
 平成 25 年６月 28 日に平成 25 年法律第 71 号として公布された。いじめが、いじめを受けた児童等の教育を受ける権利

を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危

険を生じさせるおそれがあるものであることに鑑み、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するため、

いじめの防止等のための対策に関し、基本理念を定め、国及び地方公共団体等の責務を明らかにし、並びにいじめの防止

等のための対策に関する基本的な方針の策定について定めるとともに、いじめの防止等のための対策の基本となる事項を

定めるものである。 

第一章 総則  

第一条（目的） 第二条（定義） 第三条（基本理念） 第四条（いじめの禁止） 

     第五条（国の責務） 第六条（地方公共団体の責務） 第七条（学校の設置者の責務） 

     第八条（学校及び学校の教職員の責務） 第九条（保護者の責務等） 

     第十条（財政上の措置等） 

第二章 いじめ防止基本方針等 

     第十一条（いじめ防止基本方針） 第十二条（地方いじめ防止基本方針） 

     第十三条（学校いじめ防止基本方針） 第十四条（いじめ問題対策連絡協議会） 

第三章 基本的施策 

第十五条（学校におけるいじめの防止） 第十六条（いじめの早期発見のための措置）  

第十七条（関係機関等との連携等） 

第十八条（いじめの防止等のための対策に従事する人材の確保及び資質の向上） 

第十九条（インターネットを通じて行われるいじめに対する対策の推進） 

第二十条（いじめの防止等のための対策の調査研究の推進等） 第二十一条（啓発活動） 

第四章 いじめの防止等に関する措置 

     第二十二条（学校におけるいじめの防止等の対策のための組織） 

     第二十三条（いじめに対する措置） 第二十四条（学校の設置者による措置） 

     第二十五条（校長及び教員による懲戒） 第二十六条（出席停止制度の適切な運用等） 

     第二十七条（学校相互間の連携協力体制の整備） 

第五章 重大事態への対処 

第二十八条（学校の設置者又はその設置する学校による対処） 

第二十九条（国立大学に附属して設置される学校に係る対処） 

第三十条（公立の学校に係る対処） 第三十一・三十二条（私立の学校に係る対処） 

第三十三条（文部科学大臣又は都道府県の教育委員会の指導、助言及び援助） 

第六章 雑則 

第三十四条（学校評価における留意事項） 第三十五条（高等専門学校における措置） 

 
 
 
 

 

６ いじめのない、楽しいクラスをつく
っていくことについて、教師のまとめ
を聞く。 

○ いじめにあったり見たりしたとき
には、教師やスクールカウンセラー
に相談することを確認する。 

○ 沈黙する傍観者にならないことが
重要であることを押さえる。 
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○評価  地域活動に関心をもち、自分らしさを生かして地域や社会で何をすべきかを理解している。 

 

 

 学習活動（・生徒の発言例） ○指導上の留意点 教材 

10
分 

１ 友達のよさを⾒付け、カードに
書き、読んで渡す。 

 
２ ⾃分には学級で活躍できるよ

さがあることを知る。 

○ 自分には友達が言ってくれるような

よさがあることに気付かせるように 

する。 

○ 自尊感情や自己肯定感を高めること

ができるよう配慮する。 

○ カ ー ド

（友達の

よさが書

けるカー

ド） 

 

【資料等】 

１ 地域で行う地域活動 

 ○ 高齢者との交流体験 

  ・文化祭への招待 

・宿泊防災訓練 等 

 ○ 生徒会による地域への挨拶運動や地域清掃 

  ・駅や街角での挨拶 

  ・街路樹の落ち葉の清掃 等 

 

２ 生徒会で行う地域活動 

○ 生徒会長・副会長が中心となって、自分の近隣の現状を踏まえて、自分たちでできるボランティ

ア活動を考え、実施する。生徒会本部が中心となって生徒会長・副会長と話し合い、どんな活動が

できるか検討する。 

○ 地域社会の一員としての存在を確認したり、達成感や充実感を味わったりすることにより、ボラ

ンティア活動への意識を高め、校内だけでなく地域における実践へと広げる。 

 

３ 部活動として 

○ 部活動の一環で、地域貢献活動等に取り組む。 

例）運動部による近隣の中学生の技術指導 

文化部の施設訪問による演奏会 

 

４ 活動内容と連携機関（例） 

○ 子供の健全育成を図る活動・・・保育園、児童館 等 

 ○ 地域安全活動・・・防犯協会、ＰＴＡ 等 

 ○ 災害救助活動・・・消防署、消防団 等 

 ○ 町づくりの推進を図る活動・・・町内会、商店街 等 

 ○ 福祉等の増進を図る活動・・・福祉・医療施設 等 

 ○ 環境の保全を図る活動・・・公園・港湾・森林事務所 等 

 ○ 文化・芸術・スポーツの振興を図る活動・・・地域の小学校、中学校 等 

 ○ 社会教育の推進を図る活動・・・図書館、博物館 等 

 

 
 

ま
と
め 

５
分 

５ 地域活動について考えたこと
を通して、⾃分や友達の「らしさ」
について気付いたことを発表す
る。 

６ 本時の振り返りを⾏い、ワーク
シートに感想を記入する。 

○ 活動に見られるその人なりの視点の

違いや感じ方の違いについて、気付くよ

うな説明を加える。 

 

○ 自尊感情や自己肯定感を高めること

ができるよう配慮する。 
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○評価  地域活動に関心をもち、自分らしさを生かして地域や社会で何をすべきかを理解している。 

 

 

 学習活動（・生徒の発言例） ○指導上の留意点 教材 
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 学習活動 〇指導上の留意点 教材 

10
分 

１ ダイヤモンド・ランキングを⾏う。 
２ 感じたことは宿題にして書いてくる。 
※ 小学校高学年用、中学校用を参考にする。 

○ ダイヤモンド・ランキン

グのやり方については、事

前に確認させておく。 

〇ワーク 

シート 

【資料等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場面１ 『あなたならどうする？』 

 卒業後の進路についての三者面談を翌日に控えて、あなたは保護者と進路について話をしています。あ

なたは、技術を身に付け資格を取得するために専門学校へ進学したいと考えていますが、保護者は、「卒

業後は大学に行きなさい。」と勧めます。 
 こんなとき、あなたならどうしますか。以下の三つの中から「自分ならこうする」というものを選んで

□に印を付けてみましょう。 
 □ １   「うるさいな！大学になんか行かないよ！」と怒って、どなりつけるように自分の意見を

保護者に言う。 
 □ ２   自分の意見を言うと保護者に反対されたり怒られたりするから、何も言えずに黙ってし 

まう。 
 □ ３   「大学に進学するよりも、○○専門学校に行きたい。その理由は、・・・」と自分の意見や

考えを保護者に伝える。 
場面２ 『映画を見に行こうよ！』 

 あなたは、友人と今度の日曜日に一緒に遊びに行くことになりました。友人は、「ぜひ見たい映画が  

あるから一緒に見に行こうよ。」とあなたに提案しました。しかし、その映画は、あなたが見たくない映

画でした。 
 友人に対して、３種類の表現で対応してください。 
 あなたなら何と言いますか。 

攻撃的な自己表現 アサーティブな自己表現 非主張的な自己表現 
 
 

  

※ 今日学んだことについて、感想を書いてみよう！ 
 

 
 

 

アサーション：自分の欲求、考え、気持ちなどを、率直に、正直に、相手のことも配慮しながら、そ

の場の状況に合った適切な方法で表現すること 
※ アサーティブとは、アサーションが実現されていること 

自己表現（人間関係のもち方）には三つのタイプがあり、②のタイプをアサーションと考える。 
① 自分のことを優先し、他者を無視・軽視する自己表現  

「攻撃的」「アグレッシブ」「きつい言い方」               I am OK , You are not OK 
② 自分のことをまず考えるが、他者のことも十分に配慮する自己表現 

「アサーティブ」「さわやかな言い方」                     I am OK , You are OK 
③ 自分よりも他者を優先し、自分のことを後回しにする自己表現 

「非主張的」「ノン・アサーティブ」「はっきりしない言い方」I am not OK , You are OK 
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ロールプレイングを通して、いじめについて考えさせるとともに、いじめの具体的な場面を設定して困ったと

きの援助要求の出し方や対応の仕方のスキルを身に付けることも考えられる。 
(1) いじめの１シーンにおいて、Ａ〜Ｄのそれぞれの⽴場があることを知る。 

Ａ いじめを受けている。 
Ｂ いじめをしている。  
Ｃ いじめを⾒てはやし⽴てたり、笑ったりするなどの反応をしている。 
Ｄ いじめを⾒ても何も反応せず、だまっている。 

(2) ロールプレイングを⾏い、そのときの気持ちやどう対応すればよいかを考える。 
児童・生徒 B：「○○菌だ。汚いから、こっちに来ないで。」 
児童・生徒 A：「どうして、そんなこと言うの。やめてよ。」 
児童・生徒 B：「わあ。来るな、来るな。」 
児童・生徒Ｃ：「B がおもしろいこと始めたぞ。みんな、おいでよ。」 
児童・生徒Ｄ：（どうしたんだろう････でも、⾃分がやられたらいやだな。）（傍観） 

｢先生、Ａさんがいじめられています。｣ 

【資料等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
発達の段階によって、映像から情報を理解することが難しい場合、演じることが理解の助けにな

ることがあります。 
具体的には、グループワーク等で実際に演じてみるロールプレイングや、モデルとして教員や学

級の代表が演じるのを⾒るという方法が考えられます。⾃分⾃身が体験することで理解できること
や、身近な人が演じることで実感しやすくなることが期待できます。 

 
 
発達の段階によって、他の人の⽴場になって考えたり、気持ちを考えたりすることが苦手な児童・

生徒もいます。そのような場合は発問を、「いじめられている人は、どんな気持ちですか」ではなく、
「いじめられている人を⾒たらどうしますか」や「いじめられたときどうしますか」にし、さらに、
その時の具体的な⾏動を選択肢で示します。 

ワークシートでの取組や、選択肢を⼤きなカードで示し、そこに集まるなど周囲の人の様子を⾒
えるようにする工夫も考えられます。 
 

 
 
ワークシート等を用いて個人の考えをまとめる方法のほかに、 

グループワークによって考えをまとめていく方法もあります。 
グループでまとめた意⾒や考えを⼤きめの短冊にまとめ、発問ご

とに⿊板に掲示していくと、グループの意⾒交流や考えのまとめな
ど、全体での共有を効果的に⾏うことができます。 

グループワークによる短冊を用いたまとめ 展開の工夫① 

具体的な内容を選択肢で示す展開の工夫② 

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
気
持
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つ
ら
い 

や
め
て
ほ
し
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〈例〉「いじめられている人を見たらどうしますか」 
 
ア 家の人や先生など、大人に知らせる イ 助けるために、いじめを止める 
ウ その場から逃げる   エ 何もせず、だまって見ている 

演じることを通した理解展開の工夫③ 

ロールプレイングの場面（例）

〈板書例〉 
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ロールプレイングを通して、いじめについて考えさせるとともに、いじめの具体的な場面を設定して困ったと

きの援助要求の出し方や対応の仕方のスキルを身に付けることも考えられる。 
(1) いじめの１シーンにおいて、Ａ〜Ｄのそれぞれの⽴場があることを知る。 

Ａ いじめを受けている。 
Ｂ いじめをしている。  
Ｃ いじめを⾒てはやし⽴てたり、笑ったりするなどの反応をしている。 
Ｄ いじめを⾒ても何も反応せず、だまっている。 

(2) ロールプレイングを⾏い、そのときの気持ちやどう対応すればよいかを考える。 
児童・生徒 B：「○○菌だ。汚いから、こっちに来ないで。」 
児童・生徒 A：「どうして、そんなこと言うの。やめてよ。」 
児童・生徒 B：「わあ。来るな、来るな。」 
児童・生徒Ｃ：「B がおもしろいこと始めたぞ。みんな、おいでよ。」 
児童・生徒Ｄ：（どうしたんだろう････でも、⾃分がやられたらいやだな。）（傍観） 
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【資料等】 

「他者評価シート」 

自己評価を行うことが難しい児童・生徒について、教員等が自尊感情の傾向を把握することができるよ

うに開発した行動観察シートである。「他者評価シート」は、児童・生徒の状況を把握する「24項目」で

構成されている。さらに、これらの24項目を「安定した学校生活を送るための６つの観点」に整理して  

いる。 

なお、この評価項目は、自尊感情を測定する尺度そのものではないが、児童・生徒の行動観察によって、

自尊感情の傾向を把握することができる。一人一人の個性を把握し、全ての児童・生徒をより理解するた

めの、「自己評価シート」を補完するシートとして活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「他者評価シート」実施日　　　　月　　　日　（No.　　　）

項目 具体的な姿

各項目は、学校で把握する場合には、授業中や休み時間などに
おける現在の状況について回答してください。

該当する□にチェックをして、自己の指導を振り返りましょう。
□は、各項目のイメージを補うための具体的な姿としました。対象の子供の活動場面を想起する際の参考としてください。

1 自分から友達に働き掛ける。 4 3 2 1
□　自分から友達に話し掛けたり、一緒に遊んだりしている。
□　友達の使っている物を貸してほしい時や友達と遊びたい時など、自分から友達に言葉掛
     けなどをしている。

2 日常的に交流の少ない相手にも関わる。 4 3 2 1
□　学校に来た人などに挨拶している。
□　学級以外の教員や友達に会った時に、相手の質問に応じたり、話し掛けたりしている。

3
自分の思いや意見を何らかの手段で表現する。
（手段：表情、身振り、音声や簡単な言葉、補助手段な
ど）

4 3 2 1
□　やりたいことや、やって欲しいこと、欲しい物などを、表情や身振りで相手に伝えている。
□　やりたいことや、やって欲しいこと、欲しい物などを、音声や簡単な言葉で表現している。

4 集団の中で意欲的に行動する。 4 3 2 1
□　みんなの前に出て活動に参加している。
□　友達や教員の動きを見て、自分でも挑戦している。

5 特定の大人を信頼して心を開く。 4 3 2 1
□　担任や保護者など特定の大人が近くにいることで、落ち着いて取り組んでいる。
□　担任や保護者など特定の大人に自分の気持ちを伝えたり、大人の話を聞いたりしている。

6 大人との関わりを受け入れる。 4 3 2 1
□　担任以外の教員などの大人の話を聞いている。
□　担任以外の教員などの大人からの言葉掛けで、一緒に活動している。

7 自分から身近な大人に関わる。 4 3 2 1
□　自分から家族や教員に、話し掛けたり、遊んだりしている。
□　自分の知っている大人に話し掛けたり、相手の顔を見たりしている。

8 友達との関わりを受け入れる。 4 3 2 1
□　友達の話を聞いている。
□　友達からの言葉掛けで、一緒に活動している。

9 友達のことを考えて発言する。 4 3 2 1
□　友達を励ましたり認めたりするなど、相手の気持ちになって言葉掛けをしている。
□　やってはいけないことを注意するなど、友達のためになることを助言している。

10 友達のことを考えて行動する。 4 3 2 1
□　友達が困っているとき助けるなど、友達のためになることをしている。
□　友達の気持ちを察して、自分勝手な行動をしない。

11 自分から気持ちを立て直す。 4 3 2 1
□　気持ちの高ぶっているときなどに、自分で気持ちを落ち着かせている。
□　嫌なことや苦手なことなどに対して、気持ちを整えて取り組もうとしている。

12 これまでできなかったことに取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、一人で取り組めることが増えている。
□　教員や友達など、人との関わり方がよくなってきている。

13 一つのことを最後まで取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、分担の仕事を教員から指示を受けてやり遂げようとしている。
□　学習や係活動などで、分担の仕事を自分でやり遂げようとしている。

14 自分の行動を自分で決める。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、やりたいことを自分で選択している。
□　学習や係活動などで、やることを分かって取り組んでいる。

15 肯定的な言葉掛けにより安定する。 4 3 2 1
□　褒められることにより、気持ちが落ち着く。
□　失敗したり叱られたりして、気持ちが沈んだりしていても、励まされることで気持ちが
     落ち着く。

16 肯定的な言葉掛けにより嬉しそうにする。 4 3 2 1
□　褒められることにより、笑顔になったり、嬉しそうな様子が見られたりする。
□　自分の行いが認められることで、嬉しい様子を身体で表現している。

17 新しいことができると嬉しそうにする。 4 3 2 1
□　新しい学習や活動などに取り組むことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情に
       なったりしている。
□　これまでできなかったことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情になったりしている。

18 肯定的な言葉掛けにより次への意欲につながる。 4 3 2 1
□　褒められることで、自分から次の課題に取り組もうとしている。
□　自分の行いが認められることで、学習や係活動などに意欲的に取り組む。

19 相手の要求を受け入れる。 4 3 2 1
□　欲しいものが友達と重なったときに、友達に譲っている。
□　自分の本意でなくても、友達や教員から頼まれたら、断らずに取り組む。

20 相手の指示を受け入れる。 4 3 2 1
□　授業中や授業以外のときに、教員の言うことに従っている。
□　自分の本意でなくても、教員や友達から言われたことを理解し、断らずに取り組む。

21 ルールを守って行動する。 4 3 2 1
□　身の回りのものを所定の場所に置いたり、列に並んで順番を待ったりするなど、決まりを
     理解して行動している。
□　他人の持ち物を勝手に使わないなど、してはいけないことを守っている。

22 集団の雰囲気になじんでいる。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、友達がしていることに関心をもっている。
□　集団の活動の中で、友達と共に活動している。

23 集団の活動に合わせて行動する。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、早くやりたくても自分の順番を待っている。
□　集団の活動の中で、教員や友達を見て、みんなと合わせた動きをしている。

24 状況に応じて臨機応変に行動する。 4 3 2 1
□　予期しない事態になっても、気持ちを落ち着けて、状況に応じて行動している。
□　自分の順番でも困っている友達に譲ったり、自分の欲しい物でも下級生に譲ったり
     している。

自尊感情の傾向を把握するための「他者評価シート」

④
落
ち
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大
人
と
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いうと
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どちらかと
いうと

あてはまら
ない

あてはまら
ない

質問に対して，記名をした子供の状況に近い数字に○を付けてください。
「あてはまる」場合は４，「どちらかというとあてはまる」場合は３，
「どちらかというとあてはまらない」場合は２，「あてはまらない」場合は１を○でかこんでください。
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【資料等】 
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7 自分から身近な大人に関わる。 4 3 2 1
□　自分から家族や教員に、話し掛けたり、遊んだりしている。
□　自分の知っている大人に話し掛けたり、相手の顔を見たりしている。

8 友達との関わりを受け入れる。 4 3 2 1
□　友達の話を聞いている。
□　友達からの言葉掛けで、一緒に活動している。

9 友達のことを考えて発言する。 4 3 2 1
□　友達を励ましたり認めたりするなど、相手の気持ちになって言葉掛けをしている。
□　やってはいけないことを注意するなど、友達のためになることを助言している。

10 友達のことを考えて行動する。 4 3 2 1
□　友達が困っているとき助けるなど、友達のためになることをしている。
□　友達の気持ちを察して、自分勝手な行動をしない。

11 自分から気持ちを立て直す。 4 3 2 1
□　気持ちの高ぶっているときなどに、自分で気持ちを落ち着かせている。
□　嫌なことや苦手なことなどに対して、気持ちを整えて取り組もうとしている。

12 これまでできなかったことに取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、一人で取り組めることが増えている。
□　教員や友達など、人との関わり方がよくなってきている。

13 一つのことを最後まで取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、分担の仕事を教員から指示を受けてやり遂げようとしている。
□　学習や係活動などで、分担の仕事を自分でやり遂げようとしている。

14 自分の行動を自分で決める。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、やりたいことを自分で選択している。
□　学習や係活動などで、やることを分かって取り組んでいる。

15 肯定的な言葉掛けにより安定する。 4 3 2 1
□　褒められることにより、気持ちが落ち着く。
□　失敗したり叱られたりして、気持ちが沈んだりしていても、励まされることで気持ちが
     落ち着く。

16 肯定的な言葉掛けにより嬉しそうにする。 4 3 2 1
□　褒められることにより、笑顔になったり、嬉しそうな様子が見られたりする。
□　自分の行いが認められることで、嬉しい様子を身体で表現している。

17 新しいことができると嬉しそうにする。 4 3 2 1
□　新しい学習や活動などに取り組むことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情に
       なったりしている。
□　これまでできなかったことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情になったりしている。

18 肯定的な言葉掛けにより次への意欲につながる。 4 3 2 1
□　褒められることで、自分から次の課題に取り組もうとしている。
□　自分の行いが認められることで、学習や係活動などに意欲的に取り組む。

19 相手の要求を受け入れる。 4 3 2 1
□　欲しいものが友達と重なったときに、友達に譲っている。
□　自分の本意でなくても、友達や教員から頼まれたら、断らずに取り組む。

20 相手の指示を受け入れる。 4 3 2 1
□　授業中や授業以外のときに、教員の言うことに従っている。
□　自分の本意でなくても、教員や友達から言われたことを理解し、断らずに取り組む。

21 ルールを守って行動する。 4 3 2 1
□　身の回りのものを所定の場所に置いたり、列に並んで順番を待ったりするなど、決まりを
     理解して行動している。
□　他人の持ち物を勝手に使わないなど、してはいけないことを守っている。

22 集団の雰囲気になじんでいる。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、友達がしていることに関心をもっている。
□　集団の活動の中で、友達と共に活動している。

23 集団の活動に合わせて行動する。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、早くやりたくても自分の順番を待っている。
□　集団の活動の中で、教員や友達を見て、みんなと合わせた動きをしている。

24 状況に応じて臨機応変に行動する。 4 3 2 1
□　予期しない事態になっても、気持ちを落ち着けて、状況に応じて行動している。
□　自分の順番でも困っている友達に譲ったり、自分の欲しい物でも下級生に譲ったり
     している。

自尊感情の傾向を把握するための「他者評価シート」

④
落
ち
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Ｎｏ
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点

②
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と
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どちらかと

いうと
あてはまる

どちらかと
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ない
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質問に対して，記名をした子供の状況に近い数字に○を付けてください。
「あてはまる」場合は４，「どちらかというとあてはまる」場合は３，
「どちらかというとあてはまらない」場合は２，「あてはまらない」場合は１を○でかこんでください。
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【資料等】 

「他者評価シート」 

自己評価を行うことが難しい児童・生徒について、教員等が自尊感情の傾向を把握することができるよ

うに開発した行動観察シートである。「他者評価シート」は、児童・生徒の状況を把握する「24項目」で

構成されている。さらに、これらの24項目を「安定した学校生活を送るための６つの観点」に整理して  

いる。 

なお、この評価項目は、自尊感情を測定する尺度そのものではないが、児童・生徒の行動観察によって、

自尊感情の傾向を把握することができる。一人一人の個性を把握し、全ての児童・生徒をより理解するた

めの、「自己評価シート」を補完するシートとして活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「他者評価シート」実施日　　　　月　　　日　（No.　　　）

項目 具体的な姿

各項目は、学校で把握する場合には、授業中や休み時間などに
おける現在の状況について回答してください。

該当する□にチェックをして、自己の指導を振り返りましょう。
□は、各項目のイメージを補うための具体的な姿としました。対象の子供の活動場面を想起する際の参考としてください。

1 自分から友達に働き掛ける。 4 3 2 1
□　自分から友達に話し掛けたり、一緒に遊んだりしている。
□　友達の使っている物を貸してほしい時や友達と遊びたい時など、自分から友達に言葉掛
     けなどをしている。

2 日常的に交流の少ない相手にも関わる。 4 3 2 1
□　学校に来た人などに挨拶している。
□　学級以外の教員や友達に会った時に、相手の質問に応じたり、話し掛けたりしている。

3
自分の思いや意見を何らかの手段で表現する。
（手段：表情、身振り、音声や簡単な言葉、補助手段な
ど）

4 3 2 1
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□　やりたいことや、やって欲しいこと、欲しい物などを、音声や簡単な言葉で表現している。

4 集団の中で意欲的に行動する。 4 3 2 1
□　みんなの前に出て活動に参加している。
□　友達や教員の動きを見て、自分でも挑戦している。

5 特定の大人を信頼して心を開く。 4 3 2 1
□　担任や保護者など特定の大人が近くにいることで、落ち着いて取り組んでいる。
□　担任や保護者など特定の大人に自分の気持ちを伝えたり、大人の話を聞いたりしている。

6 大人との関わりを受け入れる。 4 3 2 1
□　担任以外の教員などの大人の話を聞いている。
□　担任以外の教員などの大人からの言葉掛けで、一緒に活動している。

7 自分から身近な大人に関わる。 4 3 2 1
□　自分から家族や教員に、話し掛けたり、遊んだりしている。
□　自分の知っている大人に話し掛けたり、相手の顔を見たりしている。
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□　友達の話を聞いている。
□　友達からの言葉掛けで、一緒に活動している。
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□　友達が困っているとき助けるなど、友達のためになることをしている。
□　友達の気持ちを察して、自分勝手な行動をしない。

11 自分から気持ちを立て直す。 4 3 2 1
□　気持ちの高ぶっているときなどに、自分で気持ちを落ち着かせている。
□　嫌なことや苦手なことなどに対して、気持ちを整えて取り組もうとしている。

12 これまでできなかったことに取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、一人で取り組めることが増えている。
□　教員や友達など、人との関わり方がよくなってきている。

13 一つのことを最後まで取り組む姿勢が見られる。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、分担の仕事を教員から指示を受けてやり遂げようとしている。
□　学習や係活動などで、分担の仕事を自分でやり遂げようとしている。

14 自分の行動を自分で決める。 4 3 2 1
□　学習や係活動などで、やりたいことを自分で選択している。
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□　失敗したり叱られたりして、気持ちが沈んだりしていても、励まされることで気持ちが
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16 肯定的な言葉掛けにより嬉しそうにする。 4 3 2 1
□　褒められることにより、笑顔になったり、嬉しそうな様子が見られたりする。
□　自分の行いが認められることで、嬉しい様子を身体で表現している。
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□　新しい学習や活動などに取り組むことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情に
       なったりしている。
□　これまでできなかったことができたとき、笑顔になったり、嬉しそうな表情になったりしている。

18 肯定的な言葉掛けにより次への意欲につながる。 4 3 2 1
□　褒められることで、自分から次の課題に取り組もうとしている。
□　自分の行いが認められることで、学習や係活動などに意欲的に取り組む。

19 相手の要求を受け入れる。 4 3 2 1
□　欲しいものが友達と重なったときに、友達に譲っている。
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□　授業中や授業以外のときに、教員の言うことに従っている。
□　自分の本意でなくても、教員や友達から言われたことを理解し、断らずに取り組む。

21 ルールを守って行動する。 4 3 2 1
□　身の回りのものを所定の場所に置いたり、列に並んで順番を待ったりするなど、決まりを
     理解して行動している。
□　他人の持ち物を勝手に使わないなど、してはいけないことを守っている。

22 集団の雰囲気になじんでいる。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、友達がしていることに関心をもっている。
□　集団の活動の中で、友達と共に活動している。

23 集団の活動に合わせて行動する。 4 3 2 1
□　集団の活動の中で、早くやりたくても自分の順番を待っている。
□　集団の活動の中で、教員や友達を見て、みんなと合わせた動きをしている。

24 状況に応じて臨機応変に行動する。 4 3 2 1
□　予期しない事態になっても、気持ちを落ち着けて、状況に応じて行動している。
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【資料等】 

○その他の実践例１ 
 平均台の両端に一人ずつ立ち、平均台の反対側まで様々な方法ですれ違い、二人とも落ちないで渡る。 

本実践は、ルールをはっきりと意識させることがポイントである。近くにいる教師は、児童・生徒が

うまくいくよう言語指示し、身体介助をする。また、すれ違う方法は教師が指示するのではなく、なる

べく自分で考えさせるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
助け合う・相手を知るゲーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ その他の実践例２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お助けおにごっこ】 
＜ルール＞ 
① お助けマン役とおに役を決める。 

・お助けマン・・・帽子をかぶる。 
・おに・・・たすきなどを掛ける。 

② 他の人はおにに捕まらないように逃げる。 
・おににタッチされたらその場で止まる。 
・お助けマンにタッチされると動けるようになる。 

 

場の設定の図（体育館やプレイルーム） 
 複数の教師で対応し、コースの難易度別に分けた場を設定する。 

● 

● 

● 

● 

● 

○○ 

○○ 

○○ 

▲コーン  Ｃグループ  

▲コーン

▲コーン  Ｂグループ 

Ａグループ 

マークについて 
●教師 
○児童・生徒 
▲コーン 

平均台は設置せず、テープで枠をつくる

平均台を２台並べ、幅を広くする。

  平均台１台 

（ルール） 
・すれ違いは自由 
・失敗しても相手のせいにしてはいけない

70

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第２章



71 

【資料等】 

○その他の実践例１ 
 平均台の両端に一人ずつ立ち、平均台の反対側まで様々な方法ですれ違い、二人とも落ちないで渡る。 

本実践は、ルールをはっきりと意識させることがポイントである。近くにいる教師は、児童・生徒が

うまくいくよう言語指示し、身体介助をする。また、すれ違う方法は教師が指示するのではなく、なる

べく自分で考えさせるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
助け合う・相手を知るゲーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ その他の実践例２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お助けおにごっこ】 
＜ルール＞ 
① お助けマン役とおに役を決める。 

・お助けマン・・・帽子をかぶる。 
・おに・・・たすきなどを掛ける。 

② 他の人はおにに捕まらないように逃げる。 
・おににタッチされたらその場で止まる。 
・お助けマンにタッチされると動けるようになる。 

 

場の設定の図（体育館やプレイルーム） 
 複数の教師で対応し、コースの難易度別に分けた場を設定する。 

● 

● 

● 

● 

● 

○○ 

○○ 

○○ 

▲コーン  Ｃグループ  

▲コーン

▲コーン  Ｂグループ 

Ａグループ 

マークについて 
●教師 
○児童・生徒 
▲コーン 

平均台は設置せず、テープで枠をつくる

平均台を２台並べ、幅を広くする。

  平均台１台 

（ルール） 
・すれ違いは自由 
・失敗しても相手のせいにしてはいけない

70

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第２章

71 

【資料等】 

○その他の実践例１ 
 平均台の両端に一人ずつ立ち、平均台の反対側まで様々な方法ですれ違い、二人とも落ちないで渡る。 

本実践は、ルールをはっきりと意識させることがポイントである。近くにいる教師は、児童・生徒が

うまくいくよう言語指示し、身体介助をする。また、すれ違う方法は教師が指示するのではなく、なる

べく自分で考えさせるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
助け合う・相手を知るゲーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ その他の実践例２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お助けおにごっこ】 
＜ルール＞ 
① お助けマン役とおに役を決める。 

・お助けマン・・・帽子をかぶる。 
・おに・・・たすきなどを掛ける。 

② 他の人はおにに捕まらないように逃げる。 
・おににタッチされたらその場で止まる。 
・お助けマンにタッチされると動けるようになる。 

 

場の設定の図（体育館やプレイルーム） 
 複数の教師で対応し、コースの難易度別に分けた場を設定する。 

● 

● 

● 

● 

● 

○○ 

○○ 

○○ 

▲コーン  Ｃグループ  

▲コーン

▲コーン  Ｂグループ 

Ａグループ 

マークについて 
●教師 
○児童・生徒 
▲コーン 

平均台は設置せず、テープで枠をつくる

平均台を２台並べ、幅を広くする。

  平均台１台 

（ルール） 
・すれ違いは自由 
・失敗しても相手のせいにしてはいけない

71

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

第２章



73 

ま
と
め 

７ 気持ちメーターシート(4)に今の
気持ちを記入する。 

 ・落ち着いた気分になったよ。 

 

 

 

 

 

８ 全プログラムを通しての教師のま
とめを聞く。 

 

 

○ ストレスを解消する方法と腹式呼

吸法を行ってどう感じたかについて

「自分の感覚でよいので、今の自分の

気分がどんな感じか書いてみよう。」

と伝える。 

○ 学んだストレスを解消する方法と

腹式呼吸法（深呼吸）を生活の中で積

極的に使うように助言する。 

○ いじめは、相手の心や体を傷付ける

行為であること、いじめをしない、さ

せない、見過ごさない、見て見ぬをふ

りをしないことを確認する。 

○気持ちメ

ーターシ

ート 

○評価 ストレスのコントロールの仕方を理解し、実践している。 

 

【資料等】 

気持ちメーター（例） ※ 実際の授業で使用するワークシートは、第 4 章を参照。 

 

 

 

※ シールを貼ったり、色を塗らせたりする。 

 

 

 

きんちょう 

する 
かなしい 

いらいら 

する 
げんき だるい 

おちつき 

がない 
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ま
と
め 

７ 気持ちメーターシート(4)に今の
気持ちを記入する。 

 ・落ち着いた気分になったよ。 

 

 

 

 

 

８ 全プログラムを通しての教師のま
とめを聞く。 

 

 

○ ストレスを解消する方法と腹式呼

吸法を行ってどう感じたかについて

「自分の感覚でよいので、今の自分の

気分がどんな感じか書いてみよう。」

と伝える。 

○ 学んだストレスを解消する方法と

腹式呼吸法（深呼吸）を生活の中で積

極的に使うように助言する。 

○ いじめは、相手の心や体を傷付ける

行為であること、いじめをしない、さ

せない、見過ごさない、見て見ぬをふ

りをしないことを確認する。 

○気持ちメ

ーターシ

ート 

○評価 ストレスのコントロールの仕方を理解し、実践している。 

 

【資料等】 

気持ちメーター（例） ※ 実際の授業で使用するワークシートは、第 4 章を参照。 
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参考：東京都教職員研修センター「子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導資料【発展編】｣平成 24 年３月

 
 

 
 

いじめの未然防止には、学校の全教育活動を通じての、意図的・計画的な指導が欠かせません。

例えば、授業に生命の尊さを考えるなどの｢学習内容｣を適切に位置付けたり、友達と関わり合いな

がら学ぶ学習形態を取り入れるなどの｢指導方法｣を工夫したりして取り組むことが考えられます。 

 

 

各教科等の学習内容には、いじめの未然防止に資するものがあります。また、道徳や特別活動に

は、学習のねらいそのものがいじめの未然防止につながるものもあります。各学年、各教科等にお

ける年間の学習の中で、こうした内容を年間指導計画の中に位置付け、計画的に取り組むことが重

要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習を通して、｢できた。｣、｢分かった。｣と実感をもてたり、先生や友達に｢認めてもらった。｣、

｢友達に教えることができた。｣と、友達と学ぶよさを感じたりすることができたとき、子供の自尊

感情や自己肯定感が高まります。このような体験は、いじめの未然防止につながります。全ての学

習で指導方法を工夫し、実践することが重要です。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

学習内容を工夫する 

指導方法を工夫する 

自己の成長を振り返る学習 

（例：国語科） 
自己の個性を発見する学習 

（例：特別活動） 

生命の尊さを考える学習 

（例：理科） 

友情の尊さについて考える学習 

（例：道徳） 

主体的に進路を考える学習 

（例：ホームルーム活動） 

他者と協力することの大切さを 

学ぶ学習（例：（特）職業） 

友達と関わり合いながら学ぶ 
学習形態や学習方法の工夫 

主体的に取り組める 
教材・教具の工夫 

学習の成果を自ら実感できる 
評価の工夫 

地域と関わり合いながら学ぶ 
体験活動の工夫 

いじめの未然防止に向けて 
〜各教科等の指導との関連を図る〜 
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平成 25 年８月、区立中学校生徒会役員が一堂に会する

協議会（サミット）を実施し、今後、小・中学校でいじめ

をなくす活動を展開するために必要な方策等を協議しま

した。 

このサミットは、区内の中学校生徒会役員が｢区内のい

じめをなくしたい｣という思いから、いじめの防止のため

に自主的に活動し、実現したものです。 

サミットでは、全小中学校で、いじめをなくす活動をす

るために、区立中学校生徒会役員が集まり、話合いを行い、

いじめとは何か、いじめをなくすためにどんなことができ

るかなど、各学校の代表が自校の取組について発表した

り、意見交換を行ったりしました。 

参加した生徒は、サミットで話し合われたことを自校に

もちかえるとともに、小学生にも伝え、小学校と中学校が

協力して、いじめをなくすための取組を区内で積極的に進

めています。 

杉並区 

中学校生徒会サミット 

各中学校の生徒会役員の生徒
が、いじめ防止に関する⾃校の取
組を紹介しました。 

平成 24 年 10 月、武蔵村山市立学校の児童会、生徒

会では、児童・生徒自身の取組によりいじめをなくす

ため、各学校から児童・生徒が参加する「いじめ撲滅

サミット」を開催しました。 

サミットに至るまでに、各小・中学校の児童・生徒

全員が｢いじめ撲滅標語｣を作成しました。 

当日は、議長、副議長の児童・生徒の進行で、全小・

中学校の代表が、各学校におけるいじめ撲滅に向けて

の取組を報告するとともに、｢いじめ撲滅代表標語｣

を発表しました。 

その後、議長により、｢いじめ撲滅宣言｣が提案され、

協議の結果、全員が賛成し、本宣言が採択されました。

市全体で情報共有、共通認識をした上での取組に広げ

ています。 

いじめ撲滅宣言 
【趣旨】 

私たちは、楽しい学校生活を送る権利をもって
います。また、他の人の人権を⼤切にする義務が
あります。そしていじめは、この権利を奪うとと
もに、義務に反する⾏為です。 

いじめは、いじめられた人だけでなく、いじめ
をした人や、周りで⾒ていた人の心も傷付きます。

いじめは、絶対にしてはいけないことです。 
私たちは、本当は、優しい心をもっています。
私たちには、人を思いやり、愛する心があるの

です。 
その優しさを表す勇気こそ、私たちはもつべきな

のです。 
【宣言】 
１ 私たちは、どんな理由があっても、いじめを

しません。 
２ 私たちは、いじめを⾒たら、必ず注意をした

り、先生や身近な⼤人に伝えたりします。 
３ 私たちは、楽しい学校を、みんなの⼒でつく

ります。 

武蔵村山市 

いじめの防止に向けて児童・生徒が主体的に取り組んでいる事例 

児童会・生徒会による「いじめ撲滅サミット」

 

各学校の生徒会役員がパネリス
トとなり、いじめの防止に関して意
⾒交換をしました。 
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３ 私たちは、楽しい学校を、みんなの⼒でつく

ります。 

武蔵村山市 

いじめの防止に向けて児童・生徒が主体的に取り組んでいる事例 

児童会・生徒会による「いじめ撲滅サミット」

 

各学校の生徒会役員がパネリス
トとなり、いじめの防止に関して意
⾒交換をしました。 
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●｢東京都道徳教育教材集｣ 

小・中学校等における子供たちの道徳性を涵養する教育の一層の推進を目指し、世代を超えて継承させたい

道徳的価値を子供の心に浸透させていくために、先人の格調高い言葉や崇高な行為などをまとめた東京都独自

の道徳教育教材集 

 
 
 
 本学習プログラムの実施に当たっては、次の資料等を参考にし、指導内容の関連を図るとさらに効

果が高まります。 

●ＤＶＤ「ＳＴＯＰ！いじめ あなたは大丈夫？」（東京都教育委員会 平成 25 年３月制作） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

        
＜小学校１・２年生版＞  ＜小学校３・４年生版＞   ＜小学校５・６年生版＞     ＜中学生版＞ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

参 考 資 料 

●子供の自尊感情や自己肯定感を高める指導資料 

【基礎編】      【発展編】 

 

① 児童・生徒指導編 小学校編（16分） 

メインエピソード 「言葉によるいじめ・無視」 

サブエピソード 物品を強要する、物品を隠す、ぶつかるなどの暴力行為 等 

② 児童・生徒指導編 中学校編（17分） 

メインエピソード 「部活動におけるいじめや暴力行為」 

サブエピソード 金銭の強要、言葉によるいじめ、無視、私物への落書き 等 

③ 児童・生徒指導編 高等学校編（15分） 

メインエピソード 「ネット上のいじめ」 

サブエピソード 金銭の強要、暴力行為、言葉によるいじめ、落書き 等 

④ 保護者編（11分） 

「いじめ発見のポイントと発見したときの対応」 

表情、態度、身体、服装、持ち物、金銭、言葉、行動、遊び、友人関係、 

教師との関係 等 

⑤ 教員用指導資料編（12分） 

「児童・生徒の様子の変化の兆候を捉える」 

「いじめへの組織的な対応」「ネット上のいじめへの対応」 等 

●人権教育プログラム

（学校教育編） 
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